
項　　目 　　　　　　　　基本的な取り組み等

法 人 の 目 標
① 法人理念“「他の者との平等を基礎とした」諸権利の実現”を大切にする運営を行います。
② 利用者中心の事業運営を心がけます。
★①②共通：新入職員オリエンテーションと法人全体研修において法人理念の制定理由、職員倫理基準の説明を実施し法人の目標の共有化を図りました。

人 権 の 尊 重

① 利用者が権利の主体であることを重んじる運営を心がけます。
★法人全体の虐待防止・身体拘束適正化研修において法人内の事例を共有し利用者の人権について考える機会としました。
② 安全あんしん委員会活動、虐待防止委員会、身体拘束適正化検討委員会を通じて利用者、職員の人権を尊重する運営を心がけます。
★各事業所での安全あんしん委員会を継続し、法人全体での虐待防止委員会、身体拘束適正化検討委員会を実施しました。

障害者への合理的配慮

① 利用者や家族からの意見を聞く機会である法人運営協議会、安全あんしん委員会活動、虐待防止委員会、身体拘束適正化検討委員会の実施等を通じて利用者への合理
的配慮の点検と実践を行います。
★法人運営協議会は開催できませんでした。家族会と法人が協力してご家族へのアンケートを実施し、家族会総会において法人の回答も含めて検討がなされました。
② 法人の「虐待の防止のための指針　施行細則」を定め、虐待事案発生時における組織的対応の改善を図ります。
★「虐待の防止のための指針　施行細則」を定め組織的対応の改善を図り周知しました。
③ 法人の「苦情対応規則」に基づき、利用者やご家族等からの提案、苦情への組織的で真摯な対応を行うことで、法人の合理的配慮について点検と向上を図ります。ま
た、同規則を改正し、苦情発生時における組織的対応の改善を図ります。
★「苦情対応規則」を改正し苦情発生時における組織的対応の改善を図りました。
★ご家族等から職員についての苦情があったのは、勝沼授産園、石和授産園でした。それぞれ事業所の管理者、サービス管理責任者と法人が連携して組織的に対応し事実
関係の調査、職員への注意指導、説明や謝罪等を実施して改善に努めました。

適 切 な 労 務 管 理

① 就業規則・給与規定等に基づく業務の適正化を図ります。
★就業規則改正を実施し、前年度試行的に実施したリフレッシュ休暇２日と健康診断休暇１日を制度化し、労働環境の向上を図りました。
★給与規定改正を実施し、交通費手当の拡充を実施しました。
② 年次有給休暇年間５日以上取得の達成を継続します。
★全ての事業所で年次有給休暇年間５日以上取得を達成しました。
③ 子育て、介護、治療と仕事の両立が可能になりやすい職場環境の整備に努めます。
★育児・介護休業等に関する規則を改正し、育児・介護と仕事の両立のための就業規則の整備を実施し周知しました。
④ 安全あんしん委員会活動を通じて職員の労働衛生環境の向上を図ります。また、第三者委員に委託してある「心の健康相談」の利用を呼びかけ、職員のメンタルヘル
スの維持と向上を図ります。
★法人・安全あんしん委員会を年間２回開催し、活動の充実を図りました。
★「心の健康相談」は年間５件の利用がありました。
⑤ 法人の「ハラスメント防止規定」に基づき、相談窓口の利用促進、組織的な対応力や防止する力の維持と向上を図り、職場環境の安全配慮義務を守れるように努めま
す。また、同規則を改正し、ハラスメント発生時における組織的対応の改善を図ります。
★ハラスメント発生時の組織的対応の改善を図るため、「ハラスメント防止規定」を改正し周知しました。
★第三者委員によるハラスメント調査報告を理事会で検討し、今後の対策として集団的法人運営の強化を図ることとし、理事三役会の定例化や理事懇談会の定期開催等の
取り組みを開始しました。

人 材 育 成

① 法人理念、職員倫理基準の理解促進を図ります。
★新入職員オリエンテーションと法人全体研修において法人理念の制定理由、職員倫理基準の説明を実施し法人の目標の共有化を図りました。
② 法人研修・事業所ごとの研修・外部研修・事業所間職員交換研修への参加を奨励し、研修情報や法人機関紙の法人内配布等を実施し、職員の資質向上を図ります。
★年間を通じて積極的に外部研修の情報を周知し参加を促しました。
③ 研修費補助制度の積極的活用を図ります。
★職員２名に対し補助を実施しました。また、管理者の了解や受講指示のある外部研修受講は勤務時間扱いとし、参加費も全て法人負担としました。
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地域へ開かれた施設づくり

① 新型コロナ、季節性インフルエンザ等の感染拡大状況を見極めながら、地域との交流を促進する法人イベント、各事業所単位の地域イベントを実施します。
★新型コロナ感染症や酷暑のために開催が出来なくなっている法人新年会や法人夏祭りに代わるものとして、管理者協議会主催による法人イベント「ときめきメロディ
ア」を開催し、法人関係者が一堂に会し都留文科大学吹奏楽団による演奏を楽しむ機会を持ちました。
★各事業所においてはそれぞれ地域イベントに出展等の参加をしました。
★ＧＨ甲府と山崎荘では新たな取り組みとして「地域連携推進会議」を開催し、地域とのつながりの強化を図る取り組みを開始しました。
② 地域の教育機関及び山梨県、各市町村、各社会福祉協議会、ＮＧＯ、ＮＰＯ等の多様な団体との連携協働を行います。
★多様な団体との連携協働を継続しました。
③ 法人機関紙、法人ホームページのリニューアルや項目の追加等による情報発信を行います。
★法人機関紙は毎月発行しました。法人ホームページの更新は部分的なものにとどまってしまいました。

リスクマネジメントの推進

① ヒヤリハット・事故報告書の活用や安全あんしん委員会活動を通じてリスクの軽減、事故再発防止を図ります。
★事故があった際は本部に事故報告書を提出してもらい、報告書はサーバー内で管理者が閲覧する体制を続けることで再発防止に努めました。自動車事故が看過できない
場合は安全運転講習を実施しました。
② 利用者やご家族からの提案、苦情に組織的に真摯に向き合うことでリスクマネジメントを推進します。
★可能な限り組織的な対応を心掛けました。
③ 利用者、職員の健康診断について利用支援や実施の促進と維持を図り、健康管理支援を実施します。
★職員の健康診断は１日特別有給休暇として扱うことを就業規則に規定し、ゆとりをもって受けてもらえる体制整備を実施しました。
④ 新型コロナや季節性インフルエンザ等の感染症に関わる特別有給休暇の取得促進を継続することで法人内の感染拡大リスクの軽減に努めます。
★感染症に係る特別有給休暇の取得促進を継続し感染拡大リスクの軽減に努めました。
⑤ 感染症や自然災害に対して事業継続計画（ＢＣＰ)に基づいた体制作りや対策を講じていきます。
★法人防災対策委員会を開催し、各事業所においてＢＣＰの更新を実施しました。委員会では夏の酷暑対策、熊の出没対策についても検討を進めました。
⑥ 飲酒運転防止のための具体的な取組を実施します。
★各事業所においてアルコールチェッカーを使用して飲酒運転防止に取り組みました。

事 業 運 営
年 間 計 画

① 利用者のご家族の高齢化等に対応できる短期入所の受入れ体制作りの継続、発展を図り、強度行動障害のある利用者が安心して利用できる居住支援体制の構築を目指
します。そのためにご家族や利用者の意見をお聞きしながら、グループホームと授産部、また、その他の法人事業所との調整、連携、協働体制の構築に努めます。
★利用希望に応えきれていないことから短期入所を１室増室して対応しました。
② 山梨授産園の移転建設計画を推進し、令和８年４月の新施設オープンを目指します。
★建設委員会を中心にして１年を通じ移転建設計画を進めました。移転地区住民のご理解もいただき３月末に無事に移転を完成させることが出来ました。
③ 甲州市地域活動支援センター（甲州市福祉あんしん相談センター）と塩山授産園の協働関係を発展させ、授産部の農福連携推進、フードバンク山梨の活動へ参加・協
力・連携を進めます。
★甲州市の協力を得ながら協働関係を発展させ、授産部の農福連携推進、フードバンク山梨の活動へ参加・協力・連携を進めることが出来ました。
④ 甲州市見守り等居住支援事業を受託し、甲州市が実施する障害者の緊急居住支援に協働します。
★甲州市見守り等居住支援事業を受託を開始しました。今年度の利用はありませんでした。
⑤ 甲州市における生活困窮者等への支援として、NPO法人フードバンク山梨「緊急食料支援（つながるスマイルプロジェクト)事業」へ参加・協力します。
★NPO法人フードバンク山梨「緊急食料支援（つながるスマイルプロジェクト)事業」への参加・協力を実施しました。峡東地区を主として甲州市以外の方の利用もありま
した。また、法人への備蓄米の支援等もいただきました。
⑥ 法人の「感染症対策指針」に基づき、感染症対策委員会を法人で年２回以上実施します。
★法人感染症対策委員会を２回実施し、酷暑の中でのマスク着用の見直しやインフルエンザの蔓延により閉所に至った事業所の対策を検証する等、感染拡大防止に努めま
した。
⑦ 法人の「虐待防止のための指針」「身体拘束等の適正化のための指針」に基づき、虐待防止と身体拘束適正化に関わる委員会と研修会を法人で年１回以上開催しま
す。
★虐待防止委員会、身体拘束適正化検討委員会、虐待防止・身体拘束適正化検討研修会をそれぞれ１回ずつ開催しました。
⑧ 法人の事業継続計画（ＢＣＰ)に基づき、自然災害対策に関して、研修と訓練（机上訓練を含む）を事業所ごとに年１回以上実施します。
★法人では災害対策委員会を開催し、並行して事業所ごとに研修や訓練に取り組みました。
【法人の主な年間行事】
☆６月：理事会（令和６年度決算・事業報告）、定時評議員会　　☆７月：虐待防止委員会、身体拘束適正化に関わる委員会　　☆８月：法人運営協議会、法人連絡会
☆９月２３日：法人全体研修会（虐待防止と身体拘束適正化に関わる研修会を含む）　　☆１０月：第１回法人・安全あんしん委員会（感染症対策委員会と感染症対策研
修会を含む）  ☆１１月１日：法人全体研修会（虐待防止と身体拘束適正化に関わる研修会を含む）　　☆１１月２９日：法人の集い（仮称）　　☆２月：第２回法人・
安全あんしん委員会（感染症対策委員会と感染症対策研修会を含む）　　☆３月：理事会（令和７年度当初予算・事業計画）
★開催時期がずれてしまう事もあり、年度末に次年度の主な年間行事（会議）を日付まで入れて計画しました。
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事業所名 勝沼授産園（多機能型）

項　　目 　　　　　　　　基本的な取り組み等

事     業 

① 生活介護　　　　　定員１３名
★【利用人数等】
 ◆利用登録者　Ｒ７年４月１１名　→　Ｒ８年３月末１２名　◆延べ利用人数　２，６０４人(前年度比＋１６１人)
 ◆１日平均利用人数　９．０１人(前年度比＋０．６５人) 　 ◆区分別　区分４（１日平均２．７１人） 区分５（１日平均５．４８人） 区分６（１日平均０．８３
人）
 ◆「強度行動障害」該当者  延べ利用人数１，５０８人(前年度比＋２９７人)　 １日平均５．２２人(前年度比＋１．０７人）　割合５８％(前年度比＋８ポイント）
★【職員配置(４月)】　管理者 １名、サービス管理責任者１名（短時間）、生活支援員等６．０名
② 就労継続支援Ａ型　定員１０名(甲府センターにサテライトオフィスも設置して実施しています。)
★【利用人数】
 ◆利用登録者　雇用型：Ｒ７年４月８名　→　Ｒ８年３月末６名  　非雇用型：Ｒ７年４月３名　→　Ｒ８年３月末４名
 ◆延べ利用人数　１，９８３人（前年度比－４７９人） 　 ◆１日平均　８．０３人（前年度比－１．１５人）
★給食年間食数　Ｒ７年度　１５,６６５食（前年度比＋８２６食　前々年度比＋１,８３６食）
★【職員配置(４月)】　職業指導員１名、生活支援員等２．７名
③ 就労定着支援（現在利用なし）
★【利用人数】
 ◆利用登録者Ｒ７年４月０名　→　Ｒ８年３月末０名      ◆延べ利用人数　０人(前年度比－２４人)   ◆１か月平均　０人(前年度比－２．４人)
 ◆過去３年間の職場定着率　３３．３％(前年度比－３３．４ポイント)
★【職員配置(４月)】　就労定着支援員１名(兼務)

人 権 の 尊 重

① 法人の理念“「他の者との平等を基礎とした」諸権利の実現”を基に、利用者の人権や権利擁護の意識向上を図ります。
★利用者の“権利擁護”や“人権”を尊重しながら、個別支援計画に基づき合理的配慮を含め概ね計画に沿った支援を実施しました。
② 虐待防止委員会・身体拘束適正化検討委員会・安全あんしん委員会と連携し、虐待防止や権利擁護等について意識向上を図ります。
★職員会議にてスピーチロックや障害者虐待防止法の研修を実施し、また、法人主催の虐待防止委員会・身体拘束適正化委員会の報告を全体で共有し、支援の確認や意識
の向上を図りました。
③ 苦情・相談への適切な対応をしていきます。
★Ａ型利用者１名より職員の対応について精神的虐待を受けたとの訴えが寄せられました。事実関係の調査を行い、計画相談担当者や援護市との検討の結果、援護市から
虐待には該当せず、事業所として改善を求めるところもないとの判断が伝えられました。
★利用者の紛失物についての対応や管理について、ご家族から苦情があり改善を求められました。事実確認を行い、理事長、管理者からご家族へ謝罪し、管理体制の見直
しを行うことで再発防止を図りました。
④ 利用者中心の支援を心がけます。
★「利用者主体」を常に心がけられるよう、毎日の終礼や職員会議を通して支援の在り方・方法について共有しました。また、“職員軸(職員都合)”ではなく「利用者主
体」の支援になるよう務めました。

障害者への合理的配慮

① 利用者が安全に活動が出来るように、安全あんしん委員等と連携し利用者に合わせた環境作りに努めます。
★委員と連携し、毎月職員会議で情報共有を行いました。また、環境がメンバーさんにとってどのような影響があるか学びの時間を取り入れました。
② 利用者の障害特性等を理解し、支援方法を共有しながら支援の統一を図ります。
★「なぜ統一が必要なのか」ということを軸に、毎週水曜日にサービス管理責任者が作成する日常対応に基づき、支援方法の共有や統一を図りました。
③ 強度行動障害者支援計画に基づき、必要に応じてＴＥＡＣＣＨプログラム構造化など、様々な方法を用いながら一人ひとりに合わせた支援を行っていきます。
★「言葉は多くなっていないか」「本当にその支援で良いのか」「環境は合っているのか」など日々振り返り、検討・模索していき一人ひとりに合わせた支援を心掛けて
いきました。

適 切 な 労 務 管 理

① 労働基準関係法令の遵守、職員の年次有給休暇を計画的に年５日以上取得しやすい環境を作っていきます。
★５日以上の年次有給休暇の取得ができました。
② 計画的な業務遂行と外部研修に参加しやすい勤務体制にしていきます。
★勤務体制を調整し外部研修に参加しました。また計画的に業務遂行できるように勤務体制の調整に努めました。
③ コミュニケーションを大事にし意見等を出しやすい職場環境作りを進めていきます。
★職場環境の見直しを行い、職員間のコミュニケーションや意見が出しやすい場になるように心がけました。

令和７年度　事業報告　　　　　　
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人 材 育 成

① 法人内の他事業所と交流研修を行い支援のスキルアップを図ります。
★勤務歴１年～３年の職員を対象に、法人内の他の生活介護事業所との交流研修を実施しました。職員のスキルアップや風通しのよい環境を見直すことができました。
② 事業所内研修、外部研修、資格取得研修等の情報提供していき参加の促しをします。
★出来る限り研修情報を職員へ周知する事、また必要な研修については参加の促しに努め、様々な研修(食品衛生責任者養成講習会、第２回療育関係者研修会、サービス
管理責任者基礎研修、峡東圏域地域生活支援拠点新人職員研修会、令和7年度山梨県障害福祉従事者スキルアップ研修、アンガーマネジメント研修、ＴＥＡＣＣＨプログ
ラムやまなしＦＥＳ)に参加しました。
③ 職員会議等で、障害や支援等について話し合いの場を作りスキルアップを図ります。
★年度の中で、前期後期と分け職員一人ひとりが支援の振り返りを行い、それをもとに共有を図りスキルアップへと繋げていきました。

地域へ開かれた施設づくり

① 地域行事やイベントに参加し、地域住民等と交流や連携を深めていきます。
★地域で開催されたイベント(Ａｒｔ×Ｗｅｌｃａｆｅ、こうしゅう福祉まつり等）に参加し、地域との交流や社会福祉協議会と連携を深めることが出来ました。
② 実習生や見学者を積極的に受け入れます。
★特別支援学校の現場実習、専門学校や短期大学の保育実習を積極的に受け入れました。また、Ｋ-ＮＥＴプラス(峡東圏域就労支援ネットワーク)や就労継続支援Ａ型の
パンフレットを作成し直し、情報の発信を行いました。
③ 市町村福祉課や各社会福祉協議会、圏域事業所連絡会への参加等、多様な団体と連携していきます。
★圏域事業所連絡会に定期的に参加し連携を図っていきました。
★地域との農福連携を推進するため甲州市農福連携に係る農作業受委託推進事業補助をいただき、ぶどうのかさ拭き作業のための物品を購入しました。

リスクマネジメントの推進

① 研修等を実施しハラスメントを防止していきます。また、スピーチロックについて定期的な共有をしていきます。
★職員会議等で再確認を行い、意識の向上に努めました。
② 利用者・職員の健康管理、怪我の防止、衛生管理、感染症対策を行っていきます。また、必要に応じて隔離用の多機能型簡易居室を利用します。
★日々の健康管理や基本的な感染対策を実施しました。また、希望があった利用者について医療機関での健康診断受診支援を個別に実施しました。
③ 支援の共有・分析を行い、事故等を未然に防げるようにしていきます。
★職員会議にて、利用者のパニックや持病の対応について、支援方法や対策・流れの情報共有や確認を行い支援の強化へ繋げていきました。また、終礼等で全体共有を図
り事故等を未然に防げるように努めました。
④ 飲酒運転防止のための具体的な取り組みを実施します。
★アルコール検知器を利用し、飲酒運転防止に努めました。
⑤ 防災マニュアルの見直し、自然災害時における対策や年２回以上の避難訓練の実施、避難所への移動経路の確認を行います。
★計画的な訓練の実施は出来ませんでしたが、利用者と職員で避難訓練の実施(避難所までのルートを確認・避難所へ歩いていく等)をしました。また振り返りを職員会議
で行い、今後の訓練・避難等の計画、共有を図りました。
⑥ 感染症や自然災害に対して事業継続計画（ＢＣＰ)に基づいた体制作りや対策を講じていきます。
★事業継続計画（ＢＣＰ)の見直しを行い、職員と共有を図りました。
⑦その他
★公用車の事故について。給食の配送中に、壁に擦ってしまいました。迅速な対応を行い、配送者が帰園後に話を再度聞き、体調や気持ち、また今後の対策について話し
合いを行い再発防止に努めました。
★省エネ・再エネ設備導入加速化事業費補助金を受け、エアコンと冷蔵庫を新たに購入、設置しました。
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事 業 運 営

年 間 計 画

【研修】
① 法人研修　年２回（９月、１１月 実施予定）
★法人全体研修会は２回実施し、１１月の研修ではひとつの場所に集まり交流も深めました。
② 事業所内研修を年３回程度実施予定
★スピーチロック・当事者家族の思い(ビデオ鑑賞)・職員手引きの再確認(待つ・見守り等)などの研修を実施しました。
③ 法人内の他事業所と交換研修を実施し支援のスキルアップに繋げます。
★生活介護サービス管理責任者全員と相談のうえ計画的に行うことができました。
【行事】※行事・イベントについては、新型コロナやインフルエンザ等の感染状況を見極めながら実行の判断をします。
① 事業所行事…障害者スポーツ大会(５月)・夏の外出（７月)・園内夏まつり(８月)・ハロウィンパーティー(１０月)・秋の旅行（１０月～１２月）・クリスマス会（１
２月）・初詣、新年会(１月)・ 春の外出（３月）
★上記の行事を全て実施しました。園内夏まつりでは、ご家族にも参加を募り交流を持つことが出来ました。新年会は、事業所行事として実施しました。
【地域イベント等】
① こうしゅう福祉祭り、障害者文化展、人ねっこアート展、チャレンジドショップ、ＡＲＴ×ＷＥＬＣАＦＥ(７月、１１月、３月頃)
★感染状況などを把握しながら、こうしゅう福祉祭り、Ａｒｔ×Ｗｅｌｃａｆｅ、人ねっこアート展、チャレンジドショップに参加しました。
② 利用者のご家族と交流する機会を増やすための企画を計画し実施します(園内夏まつり、秋の旅行 等)
★令和7年度も日帰り旅行を企画し、ご家族にも参加を募りました。長野県(かんてんパパ・諏訪湖)への旅行を実施しご家族と交流を深めることができました。また、貸
し切りバスは家族会から補助を頂きました。
【その他】
利用者のご家族の高齢化等に対応する一環として、短期入所利用について、ご家族や短期入所サクラダや山崎荘との連携や協働を実施します。
★ご家族、計画相談、サクラダ・山崎荘と連携を図りながら、必要に応じて利用を実施しました。利用者３名が定期的な利用に繋がっています。
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事業所名 石和授産園、石和授産園分場とろっと

項　　目 　　　　　　　　基本的な取り組み等

事     業 

生活介護　定員…本園：１４名、分場：６名
★【利用人数等】
 ◆利用登録者　Ｒ７年４月１８名　→　Ｒ８年３月末１８名  ◆延べ利用人数３，８３６人（前年度比－４１人）
 ◆１日平均利用人数　１３．１３人（前年度比＋０．０４人）
 ◆区分別　区分３（１日０人）　区分４（１日平均４．４４人）　区分５（１日平均５．３３人）　区分６（１日平均３．３５人）
 ◆「強度行動障害」該当者  延べ利用人数３，１４７人(前年度比＋３０４人)　１日平均１０．７７人(前年度比＋１．１７人)　　割合８２．０４％(前年度比＋８．７１
ポイント)
★【職員配置(４月)】　管理者１名、サービス管理責任者１名、生活支援員等１１．６名

人 権 の 尊 重

① 法人の理念“「他の者との平等を基礎とした」諸権利の実現”を基に、利用者の人権や権利擁護の意識向上を図ります。
★「利用者主体」という視点を大切に、それぞれの価値観、想い、経験を大切にしご本人の意思を尊重した支援を心掛けました。
② 人権侵害行為があった場合は、職員全員で支援方法の見直しを行います。
★利用者を、一人の成人として尊重し、同じ立場で丁寧に関わることを大切にしました。そのため、ちゃん付けや過度な介入を避け、利用者が自身で出来ることを増やすこ
とができる関りを心掛けました。
★異性の利用者が同じ空間に居る際は、プライバシーを守るための間仕切りや配置の工夫を行い、個々の空間を尊重した環境を整えました。
③ 職員各自の倫理向上を図ります。（定期的に学習会を実施します。)
★強度行動障害支援者研修の基礎研修（１名）、中核的人材養成研修（１名）の受講をすすめ、職員全体の資質向上を図りました。
④ 利用者の意思、選択などを尊重します。
★「わたしたちのことを、わたしたち抜きで決めないで」という言葉の意味を常に考え、どんなに障害が重くても、素晴らしい人生を送りたいという気持ちがあるというこ
とを職員間で繰り返し共有しご本人の意思決定を大切にしていきました。
⑤ 苦情、相談等が発生した場合、速やかに適切な対応を行います。
★送迎時において、利用者が不安定になり助手席にいた他の利用者に対しての他害行為に発展してしまい、ご家族から苦情をいただきました。事実確認の結果、職員の配慮
不足があった事が分かり、ご家族に謝罪し、再発防止のため研修を強化し適切な支援をする環境づくりに努めました。
★送迎時において、精神的に不安定になった利用者の訴えに対して職員が充分対応することが出来ないことで利用者の不安が高まってしまったことがあり、ご家族から苦情
をいただきました。振り返りを行い、利用者が発している切迫したサインを早期に把握し、柔軟な対応が出来る様、再発防止に努めました。
★ご家族から一部職員による不適切な支援があるのでは、との申し出がありました。計画相談担当者に報告したうえで事実関係を慎重に確認した結果そのような事実は確認
できず、ご家族に報告と説明を行いご理解を求めました。

障害者への合理的配慮

① ＴＥＡＣＣＨプログラムに準じた支援を行います。
★ＴＥＡＣＣＨプログラムに基づき、生活の場面において環境調整やスケジュールを一人ひとりの特性に合わせて視覚的に提示することで、安心して過ごすことが出来る環
境設定を心掛けました。
② 利用者に合う作業用治具の作成など、作業内容や利用者自身の変化に応じた作業し易い環境を提供します。
★中庭と駐車スペースにベンチを設置したことで、心地よい風を感じながらゆったりとした時間を作ることができました。
★容態が急変する利用者に対して、すぐに応援を呼ぶことができるよう事務所まで繋がるナースコールを設置しました。
★発作を持っている方に対して、転倒から怪我に繋がらないようクッションや保護シートをシャワー室や自席に付けました。また、看護師と職員間で起きた後の対応方法の
統一、周知を図り冷静に対応できるよう準備を行いました。
★利用者が安全に安心して車両での移動ができるよう、ヘルプマークのステッカーを車両に貼りました。
③ 関係機関と連携し新しい支援方法についても常に情報収集し、漠然とした支援にならないよう創意工夫をしていきます。
★ご家族との面談や、関係者会議を通して利用者の日々の様子を教えていただき、現場の支援に反映することが多くありました。
★利用者には、日々変化があり、状況に応じて臨機応変に対応することが出来るよう終礼時に細かく情報共有を行い、支援の統一を図りました。
★職員会議の時間を有効活用し、日ごろの支援の確認や、小さな気付きを大切にし意見交換や提案を行いました。

令和７年度　事業報告　　　　　　
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適 切 な 労 務 管 理

① 就業規則を守ります。
★職場でのルールを定め、社会人としての言葉遣いやマナーを守るよう職員に周知を行いました。
② 年次有給休暇年５日以上取得を達成し易い環境作りを計画的に行います。
★年次有給休暇は、５日以上取得することができました。
③ 職員が、持っている能力を最大限に発揮できる「労働環境」の整備を行います。
★「心身ともに健康で働ける」かつ「自分の持っている力を最大限に発揮できる職場づくり」を心掛け、話しやすい雰囲気や気軽に相談できる環境を心掛けました。
④ 年２回は面談を実施し、職員の話に耳を傾ける時間を作り、反映させていきます。
★年１回面談を実施しました。日ごろから、職員の頑張りやその過程を認めることを大切にしてきました。
⑤ 職員の、健康と安全に配慮していき、ハラスメント防止にかかる対策に力を入れていきます。
★健康と安全面への配慮、ハラスメント防止について管理職と職員間で検討する機会を設けました。
⑥ 多様な人材が活躍できる職場づくりを考え、一人ひとりの〝らしさ〟を大切にしていきます。
★それぞれの強みを発揮しながら安心して働くことが出来る職場作りを心掛けました。

人 材 育 成

① 職員の、スキルや技術の習得を促し、求める人材へと成長するよう育成していきます。
★管理者協議会主催、職員協議会主催の法人全体研修に参加し、職員の資質向上を図りました。管理者主催の研修は、対面でグループワークもあり他事業所との交流もあ
り、良い学びの時間となりました。研修がゴールではなく現場に取り入れ継続していく工夫や仕組みの強化が必要に感じました。
★法人内の他の生活介護事業所との職員交換研修を実施し支援の質の向上を図りました。
② 日々の職員の働きぶりを評価し、自信に繋げ着実にステップアップできるようにしていきます。
★結果だけではなく、「過程」や「成長」に目を向け本人が職員自身がやりがいや価値を実感することができるような関りを大切にしました。また、失敗してはいけないの
ではなく、安心して挑戦できる環境をつくり、次にどう活かすのかを一緒に考えることを意識しました。
③ 外部研修の情報を収集し、積極的に参加するよう促しを行います。
★職員の支援力向上を目的として、研修参加を推進し、学ぶ時間を定期的に確保することで、継続的に力をつけることが出来る体制を心掛けました。その結果、専門的知識
の習得に繋がりました。
④ 各自が外部研修に参加したい場合は、費用を補助します。（研修報告書を提出します。）
★報告書は、一週間以内に提出していただき職員会議の時間を使って共有を行いました。どの報告も学びが多く参加職員だけではなく他職員への情報共有も図られ、新たな
気づきや学びにつながりました。

地域へ開かれた施設づくり

① 地域行事やイベント、バザー等に積極的に参加し、横との繋がりを大切にしていきます。
★はなみずき祭り（４月）、障害者スポーツ大会（５月）、寿マルシェ（毎月第一土曜）、わかば保育園出店（１２月）に参加しました。利用者とともに、近隣福祉事業所
（寿の家）のマルシェへ継続的に出店し、地域との交流を深める機会となりました。利用者の社会参加促進にもつながりました。
② 地域との交流や連携を深められるようなイベントの開催を企画、実施していきます。
★はなみずき祭りへの出店では利用者が制作した授産製品を地域の方々に手に取っていただき「かわいい」と好評を得ながら購入に繋がる場面も見られました。地域住民へ
石和授産園を知っていただく良い機会となりました。
★笛吹市社協主催３Ｂ体操、支援協会主催交流スポーツ大会、山梨県共同募金活動に参加しました。
③ 市町村福祉課や各社会福祉協議会、また圏域事業所連絡会への参加等、多様な団体と連携していきます。
★市町村福祉課や各社会福祉協議会、圏域事業所連絡会への参加等、多様な団体と情報共有や協力体制の構築を通して、地域福祉の推進及び支援体制づくりや円滑な連携に
つながりました。
★分場は事業所付近の電柱へ看板を設置したことで、地域住民に事業所の存在を認知していただく良い機会となりました。
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リスクマネジメントの推進

① リスクについて次の点から洗い出し、各対応策を検討して実施します。
＜支援場面＞　利用者の怪我、利用者の他害行為による怪我、突発的な体調不良、行方不明、送迎中の事故
★車両事故は４件ありました。いずれもタイヤや車体を擦ってしまった物損事故でした。
★利用者の怪我は３件ありました。利用者による自傷行為と他害行為でした。
★利用者４名に発作があり看護職員を中心に対応に当たりました。内１回は救急搬送に至りました。
＜自然災害＞　地震、水害（３ｍ浸水地域となっている）、自然災害で園に残らなければならないリスク
★利用者への対応は、パニックを最小限に抑えることが出来るよう安心でき折るアイテムや非常食（普段から口にしているもの）を用意してきました。
★安全あんしん委員会の取り組みを通して職員間で身近に防災意識を感じていただけるよう「ローリングストック」についても学びの機会を設けました。
＜感染症対策＞　利用者・職員の健康管理、感染拡大防止策の徹底を図ります。
★毎日健康観察を行うことで〝いつもと違う〟利用者や職員の変化に早期に気づき受診に繋げ感染対策防止に努めました。
② 飲酒運転防止のための具体的な取り組みを実施します。（出勤時アルコール検査）
★飲酒の有無にかかわらず、送迎業務を行う職員に対してアルコールチェックを実施し、安全管理の徹底に努めました。
③ 防災マニュアルの見直し、自然災害時における対策や年２回以上の避難訓練の実施、避難所への移動経路の確認を行います。
★職員会議で、机上シュミレーションを実施し、災害発生時の具体的な動きについて、実際の場面を想定したイメージ共有が十分でないことが課題であることが分かり検討
を進めました。
④ 感染症や自然災害に対して事業継続計画（ＢＣＰ)に基づいた体制作りや対策を講じていきます。
★緊急時に、迅速に対応できる体制を整えるよう作成しました。時間を作って情報共有する時間が大切だと感じました。
⑤ 数年来コロナ禍のために中止してきた利用者の歯科検診を実施します。
★実施できませんでした。
⑥その他
★山梨県共同募金会より助成をいただき、ＬＰガス発電機を分場に設置しました。
★社会福祉法人清水基金より本園に助成をいただき、リフト付き車両を購入しました。利用者の安全で安心な送迎環境の充実につながっています。
★省エネ・再エネ設備導入加速化事業費補助金をいただき、新たにエアコンと冷蔵庫を購入、設置しました。

事 業 運 営

【本園】
① 現在実施している事業の見直しを行い、利用者の特性に合う内容に必要時変更していきます。（音楽療法　園芸活動　運動活動　等）
★音楽療法は、対象者を決め、毎週金曜日の午後に実施しています。個別の目的に合わせてゆったり安心して参加できるよう雰囲気づくりを徹底しました。新体操用のス
ティックリボンの導入を始めてから、聴覚過敏のある利用者への刺激軽減にもつながり、落ち着いて活動に参加できる環境づくりにつながりました。
★園芸活動は、五感を感じながら植物の成長や収穫をどの利用者も楽しむことができました。
★運動活動も、バルーン風船は利用者にも好評でお互い譲り合ったり優しくパスをしたりと仲間意識を育むことができていたように感じます。
② 新たな生産品の開発や、商品化の検討を行います。
★利用者の個性・色を引き出すことが出来るように取り組みました。
③ 現在取引のある企業等事業所とは、安定した取引を維持します。
★いただいているお仕事は、継続して取引できています。注文が来てから慌てて作るのではなくホワイトボードで在庫管理しながら効率よく作業することができるよう意識
しました。
【分場】
① 利用者に応じた活動スペースの有効活用、適切な職員配置を心がけ実施します。
★利用者の状態に応じて、過ごす場所の配置換えを行い、適切な距離を保ちながら安心して過ごすことが出来る工夫を行いました。
② 施設の改修工事を実施し、利用者、職員がより安全で安心して活動できる場所づくりを推進します。
★改修工事により、新たに個室を設け、利用者の特性や状態に応じて安心して過ごすことが出来る環境の確保につなげました。
③ 療法や作業内容の見直しを随時行いながら、柔軟に対応していきます。
【共通】
★毎週金曜日の音楽は、利用者にとって安心して過ごすことができる時間となっており、好きな音楽や一定の活動の流れといった習慣的要素が、安定した活動参加につな
がっているように感じました。
① 特別支援学校等からの実習受け入れを積極的に行います。
★本園で、かえで支援学校の生徒さんを前期２名、後期１名受け入れを行いました。また、かえでの生徒さんの見学対応を行いました。
②本園と分場でお互い協力し連携できるよう、交換研修を行います。
★本園と分場間で職員の交換研修を実施し、支援内容や取り組みについて情報共有を行うことで相互理解を深めるとともに今後の支援の資質向上に繋がる機会となりまし
た。
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年間計画

【研修】
法人研修を年２回（９月、１１月を予定）、事業所内研修を年２回程度を予定し、実施していきます。
★職員協議会主催の法人全体研修、管理者協議会主催の法人全体研修に参加しました。
【行事】
①法人：法人の集い（１１月）への参加。
★法人イベント「ときめきメロディア」に参加しました。
②事業所：春の外出（４月）、夏の外出（７月）、秋の旅行（１１月）を実施予定。
★外出の機会を通じて、日常とは異なる環境で過ごすことにより、利用者の心身のリフレッシュおよび情緒の安定につながりました。
③その他の事業所内イベント：園内縁日、クリスマス会、ハロウィンパーティー等を実施します。
本園：ハナミズキ祭り（４月）、障害者スポーツ大会（５月）、わかば保育園夏祭り（７月）、交流文化祭、勝沼ぶどう祭り、石和健康福祉祭り（１１月）、わかば保育園
クリスマス会（１２月）他。
分場：障害者スポーツ大会・交流文化祭（１０月）
★どのイベントも、利用者主体で準備から計画的に実施することができました。
④ 利用者のご家族と交流する機会を増やすための企画を計画し実施します。 ※コロナ感染の影響で、実施出来るのか、本部からの指示に従い 状況を見極めながら判断し
ていきます。
★秋の旅行では家族会より貸し切りバスの補助をいただき、ご家族と一緒に参加することができ良い交流の時間となりました。
【地域のイベント】
地域のイベントへの参加及び出店：寿マルシェ(毎月第１週目の土曜)
【その他】
利用者のご家族の高齢化等に対応する一環として、短期入所利用について、ご家族、それから短期入所サクラダや山崎荘との連携や協働を実施します。
★１名がグループホーム入所、３名が短期入所を利用しました。
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事業所名 山梨授産園

項　　目 　　　　　　　　基本的な取り組み等

事     業 

生活介護　定員２０名
★【利用人数等】
★利用登録者　Ｒ７年４月１７名→Ｒ８年３月末１５名(１０月１名、１１月１名　計２名退園)　Ｒ８年４月より４名利用開始予定
★延べ利用人数３,０７１名(前年度比＋１８名)　　・１日平均利用人数１０.５５人(前年度比＋０.０９人)
★区分別　区分３(１日平均２．０６人)　区分４(１日平均２．０３人)　区分５(１日平均５．４４人)　区分６(１日平均１．０２人)
◆「強度行動障害」該当者　　延べ利用人数１，９６０人(前年度比＋１人)　１日平均６．７４人(前年度比＋０．０２)　　割合６３．８２％(前年度比－０．４１ポイ
ント)
★【職員配置(４月)】　管理者１名、サービス管理者１名、生活支援員等６．８名

人 権 の 尊 重

① 法人の理念“「他の者との平等を基礎とした」諸権利の実現”を基に、利用者の人権や権利擁護の意識向上を図ります。
★継続して職員の意識改革に努め、利用者の立場になって理解しようと努力しました。
② その人らしく安全に安心して生活が継続できるよう自己の実現や自己決定の尊重に努めます。
★利用者の生活しやすい環境や支援方法を検討し、実行しました。
③ 安全あんしん委員会、虐待防止委員会、身体拘束適正検討委員会を通して分析と防止の検討を行う中で他の事業所との連携を図ると同時に職員のセルフチェックを定
期的に実施します。
★職員会議や終礼時に職員に提起しました。
④ 利用者が権利の主体であることを意識した運営を継続して行います。
★社会参加できる機会を積極的に設けました。

障害者への合理的配慮

① 利用者の障害特性を理解し、個々のニーズ合わせた支援の統一に努めます。
★個別支援計画を振り返りながら支援の向上や統一を図りました。
② 作業のしやすい環境的配慮や、治具の使用、視覚的な支援等に努めます。
★現状の環境の中で苦労しながらも支援の改善に努力しました。
③ 安全安心に生活が送れるように環境整備を行い、危険個所の点検や見直しを行います。
★来年度から移転することを意識しながら現状でできる環境整備をしました。
④ 利用者やご家族等からの提案や苦情に対して、真摯で謙虚な対応をすることで合理的配慮の振り返りと向上を図ります。
★苦情はありませんでしたが、活動内容や連絡帳の書き方についてご家族から提案をいただき対応しました。

適 切 な 労 務 管 理

① 就業規則や給与規定に基づき、業務の効率化及び適正化を推し進めます。
★就業環境を整えるよう常に意識し、業務の効率化を推進しました。
② 働きやすい環境の整備や年次有給休暇を計画的（年間５日以上）に取得し、リフレッシュ休暇も併用し連続休暇を取れるよう業務を調整します。
★職員間で調整しながら、早めに年間５日以上の有給休暇等が取得できるようにしました。
③ 職員同士又は管理者やサービス管理責任者に話しやすい環境作りや人間関係の構築を行います。
★職員の不安や問題点を早急に解消できるように、声掛けなど意識して対応しました。
④ 子育てや介護と仕事の両立が出来るような職場環境の整備を行います。
★常に意識して情報を共有し適切な対応を心掛け相違の溝が生じないよう心掛けました。
⑤ 「ハラスメント防止規定」に基づき、相談窓口の利用促進、組織的な対応力や防止する体制を図り、職場環境の安全配慮義務を守れるように配慮します。
★職場環境の改善を心掛け、職員全員で気軽に指摘できる職場の推進に努めました。

人 材 育 成

① 経験や実績に合わせた研修会への参加への促しをします。また、研修や講話の情報の共有することで知識や支援の方法を確認していきます。
★職員等の体調不良もあり、人員が不足気味で積極的に外部研修に参加することが出来ませんでした。
② 資格取得に向け勤務の調整や研修費の補助をします。
★資格取得までに至らなく実行出来ませんでした。
③ 個々の利用者に対する支援が向上するために、情報の共有と行動の原因を理解できるように支援の質の向上に努めます。
★支援について各職員から意見を募り実践し、検証をして支援の質の向上に努めました。
③ 法人内の交流研修において他の事業所の支援方法等を学び、スキルアップに繋げるように努めます。
★法人内の他生活介護事業所との交換研修を実施し、支援方法などの情報共有等を基に支援の幅を広げる機会としました。
④ 法人理念と職員倫理基準の理解促進を促します。
★法人理念等を職員室に掲載し、常に意識して行動することを周知しました。

令和７年度　事業報告　　　　　
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地域へ開かれた施設づくり

① 移転後の地域行事に参加することと、地域の方との交流の場を企画し、開かれた事業所として周知して頂き交流や連携を深めていきます。
★移転先の住民の方々に積極的に声掛けして触れ合う機会を作りました。
② 市役所福祉課、社会福祉協議会との連携、圏域事業連絡会への参加を継続し情報共有を図り事業所間の連携を行います。
★市役所福祉課基幹相談支援担当と随時連携して情報交換や相談を行いました。
③ 山梨市就労部会のイベント（チャレンジドショップ）に積極的に参加し、社会参加や地域交流を図ります。
★就労部会に参加し、チャレンジドショップに３回出店等をしました。出来るだけ多くの商品を出品し売り上げに貢献しました。また他法人の施設見学会にも２回参加し
情報共有を図りました。
④ 山梨県や支援協会のイベントや展示等積極的に参加し、地域交流や他施設との交流を図ります。
★障害者スポーツ大会や障害者文化展など積極的に参加しました。

リスクマネジメントの推進

① 職場内のリスクアセスメントを行い、潜在的な危険性又は有害性の見つけ出しを行い、排除又は改善対策を設けます。
★常にリスクを意識して、今後の移転の事を考えて備品の整理や処分できるものを選別し、活動の障害にならないように見直しました。
★省エネ・再エネ設備導入加速化事業費補助金を受け、新たに冷蔵庫を購入、設置しました。
② 利用者・職員の健康、衛生管理に努め、感染予防対策の継続的な実施を行い、感染症発生時における事業継続計画の見直しをします。
★今年度は新型コロナとインフルエンザの流行が中々収まらず、年間を通して感染対策に努めました。
③ 防災マニュアルの見直し、自然災害時における対策や年２回以上の避難訓練の実施、避難所への移動経路の確認。避難経路の危険個所の洗い出しを行います。
★１１月２５日に避難訓練を行いましたが、全員がスピーディーに避難することが出来て問題ありませんでした。ただ３月に予定していた地震に対する避難訓練は４月か
らの移転することがあり、来年度に持ち越しています。
④ 飲酒運転防止のための具体的な取組を実施します。
★飲酒運転による事故の悲惨さなどを機会があるごとに朝礼等で訓示しました。アルコール検知器や目視で日々チェックを行い、飲酒運転防止に努めました。
⑤ 事業継続計画(ＢＣＰ)に基づき、自然災害に関して、研修と訓練を年に１回以上実施します。
★実施できませんでした。新しい移転先に対応する防災マニュアルに作り直し、５月の職員会議で防災に関する研修を実施します。
⑥その他
★公用車の事故報告として物損３件がありました(縁石に接触しタイヤサイド破損、縁石にサイドモール接触し傷つける、対向車を避けるためバックした際に電柱に衝
突)。確認不足による不注意から発生しており、安全運転の励行を常に促すようにしました。

事 業 運 営

年 間 計 画

【研修】
① 法人内研修年２回、事業所内研修（救急法、障害者差別解消法、虐待防止、身体拘束防止）、外部研修参加の促しをします。
★９月２３日職員協議会主催の法人研修会、１１月１８日管理者主催の合同研修会に参加。外部研修として新人職員研修会、スキルアップ研修に参加しています。
【行事】
① 法人：作品展
★法人としての作品展は実施しなかったため参加していません。
② 事業所：春・夏・秋の外出、クリスマス会、新年会、季節行事（節分、お花見など。）、クラブ活動（表現、調理、映画、ウォーキング）
★夏の外出で河口湖でバーベキュー、秋の外出はバス旅行で川越散策の旅、季節行事・クラブ活動も充実して実施しました。また太鼓フェスティバルにも参加しました。
【地域イベント】
① チャレンジドショップ、こうしゅう福祉まつり、ぶどう祭り、山梨市生涯学習フェスティバル、山梨県知的障害者支援協会交流文化祭、織りのなかま展、人ねっこ
アート展、山梨県障害者文化展、芸術祭
★計画通り参加し、その他にも依頼があった催事にも積極的に参加して授産製品の販売に努めました。
② 山梨県障害者スポーツ大会、山梨県知的障害者支援協会スポーツ大会、山梨市社会福祉協会スポーツ大会
★山梨県知的障害者支援協会スポーツ大会には参加できませんでしたが、その他は計画通り参加しました。
③ 利用者のご家族と交流する機会を増やすための企画を計画し実施します。（※イベント、行事は感染状況を見ながら判断します。）
★川越バス旅行を企画し、ご家族にも参加して頂き交流の機会としました。また、家族会より貸し切りバスの補助をいただきました。
【その他】
① 山梨授産園移転計画を推進し建築着工します。着工に伴い地元説明会を開催します。
★５月６日に鴨居寺公民館で地区説明会を開催しました。６月２６日に地鎮祭を行い近隣への工事挨拶文を配布しました。２月２４日にすべての工事が終了して引き渡し
がされています。３月末に新園舎に引越しが完了しました。
★中央競馬馬主社会福祉財団の助成をいただき、新園舎に機械浴槽を購入し、引っ越し前に設置しました。
② 令和８年度に通所希望の支援学校生の実習計画を実行し、確実性を高めます。
★前期、後期と２回の実習を行い、３月に４名の契約を締結し４月から利用開始しています。
③ 利用者のご家族の高齢化等に対応する一環として、短期入所利用について、ご家族、それから短期入所サクラダや山崎荘との連携や協働を実施します。
★短期入所利用に関しては、５名の利用者が継続して利用できています。その他の利用希望者については山崎荘の都合もあり利用には至っておりません。
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事業所名 塩山授産園

項　　目 　　　　　　　　基本的な取り組み等

事     業 

就労継続支援Ｂ型　（定員２０名）
★【利用人数等】
 ◆利用登録者　Ｒ７年４月２２名　→　Ｒ８年３月末１８名　 ◆延べ利用人数　３，３７２人（前年度比＋２３９人）
 ◆１日平均利用人数　１３．５４人（前年度比＋０．８６人）
 ◆工賃　平均時給　３６２．５円３４５．５円（前年度比＋１７．０円）　平均月額　２８，１０４円（前年度比＋２，０１８円）
★【職員配置(４月)】　管理者１名、サービス管理責任者１名、職業指導員等４．０名

人 権 の 尊 重

① 法人研修への参加等を通して、法人理念“「他の者との平等を基礎とした」諸権利の実現”の理解、意識向上を図ります。
★法人内研修会に参加し法人理念の理解、意識向上、諸権利の向上を図りました。
② 権利擁護関係の外部研修への参加を推奨し人権感覚の向上に努めます。
★今年度も外部研修に参加することは出来ませんでしたが、法人内研修に参加し人権の尊重、人権感覚の向上に努めました。
③ 利用者の特性、生活環境等への理解を深めることで、個々の利用者にとっての人権尊重、人権回復とは何かに気づくことを大切にします。
★職員会議の中で利用者の特性、生活環境の理解を深めました。また、会議の中で人権尊重、人権回復について学習会を開きました。
④ 苦情、相談等適切な対応を行います。
★苦情については、今年度は一件もありませんでしたが、利用者からの相談について、サービス管理者を中心に適切に対応しました。

障害者への合理的配慮

① 様々な障害のある方や高齢の方など多様化する利用者の状況に適切に配慮出来るように、関係機関との連携、職員間の利用者情報の共有を進めます。
★職員会議会議の中で利用者の状況確認、有効な支援方法を模索し関係機関と連携し利用者の状況に適切に配慮出来る様に職員間で情報共有を行いました。
② 利用者への適切な配慮とは何かを探り、実践することを大切にします。
★常に利用者への適切な配慮とは何かを考え実践する事を大切に支援して行きます。
③ 利用者に合う作業用治具の作成等、作業内容や利用者自身の変化に応じた作業し易い環境を提供します。
★利用者に合う治具の作成については、業者にも相談しながら行いました。作業し易い環境整備は利用者同士の相性も考え行いました。
④ 利用者中心の支援を行います。
★「利用者が第一」と職員間で共有し支援を行いました。

適 切 な 労 務 管 理

① 作業の受託方法等業務の見直しを継続的に実施し時間外労働の削減をすすめます。
★昨年に引き続き、受託作業納期の対応で時間外労働を減少する事が出来ました。
② 計画的な年次有給休暇５日以上の取得を促進します。
★職員全員が有給休暇５日以上の取得を実現することが出来ました。
③ ハラスメント防止に努め、疑いある場合はハラスメント防止規定に基づき組織的対応を心がけます。
★ハラスメントに関する事案はありませんでした。今後も継続してハラスメント防止に努めて参ります。
④ 職員が管理者、サービス管理責任者と話し易い人間関係作りを行います。
★管理者、サービス管理責任者、職員間で非常に良い人間関係が築けています。

人 材 育 成

① 利用者支援の基礎的な力を向上させるため、職員への丁寧なОＪＴを行います。
★職員会議や終礼時、利用者の状況について職員間で共有し支援方法や配慮点について、職員へのОＪＴを行いました。
② 外部研修等への参加を推奨し専門職としてのスキルアップに努めます。
★外部で行われた研修に参加する事は出来ませんでしたが、法人内研修には職員全員が参加しスキルアップ向上に努めました。また、勝沼授産園の食品衛生講習会に職員
１名が参加しました。
③ 事業所内で手話教室の開催を今年度も年間３回程度行います。
★聴覚障害者協会講師の先生との日程が合わず、手話教室の開催は残念ながら出来ませんでした。
④ 資格取得について、勤務調整や研修費の補助を行います。
★資格取得についての研修会には参加出来ませんでしたが、今後も勤務調整や研修費の補助を行っていきます。

令和７年度　事業報告　　　　　　
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地域へ開かれた施設づくり

① 地域の行事に参加し、地域に根ざした施設づくりを目指します。
★今年度も１１月にこうしゅう福祉まつり、１２月には牧丘、三富公民館イベントに出店しました。２月には、加納岩公民館、山梨市生涯学習フェスティバルに出店しま
した。
② 法人外部からの見学、実習等を今年度も積極的に受け入れ、風通しの良い施設を目指します。
★今年度も支援学校からの見学、実習等積極的に受け入れ、社会福祉協議会からの見学の申込等積極的に受け入れました。
③ 市役所福祉課や甲州市社会福祉協議会、山梨市社会福祉協議会、また圏域事業所連絡会への参加等、多様な団体と連携して行きます。
★今年度も甲州市、山梨市の福祉課との連携、両市の社会福祉協議会との連携等多様な団体との連携が取れました。
★地域との農福連携を推進するため山梨県農福連携推進事業費補助をいただきドライフルーツ等の製造のための食品乾燥機を購入し、焼き菓子等の販売を拡大しました。
★地域との農福連携を推進するため甲州市農福連携に係る農作業受委託推進事業補助をいただき、ドライフルーツ等の製造のための物品を購入しました。

リスクマネジメントの推進

①≪ 感染症対策　≫利用者職員の健康管理、感染拡大防止策の徹底を今年度も図ります。
★利用者、職員共に朝礼時毎日検温を実施しました。
② 自力避難が困難な方も多く利用されています。利用者の安全を確保するため災害や火災を想定し年２回避難訓練を行います。
★４月、９月と２回避難訓練を実施しました。
③ 飲酒運転防止のための具体的な取組を実施します。（出勤時アルコール検査）
★職員全員が出勤時にアルコール検査を行い、検査確認表に記入しています。

事 業 運 営

年 間 計 画

【研修】
法人研修（年２回９月・１１月）に参加予定。その他、外部研修積極的に参加を推奨します。
★職員全員が法人内研修に２回参加しました。
【行事】
法人行事は、法人の集い（仮称）に積極的に参加致します。
事業所行事は夏の外出（７月）、秋の旅行（１１月）、クリスマス会（１２月）、春の外出（３月）に実施予定です。
★６月に南アルプス市にサクランボ狩りに行き、たくさんのサクランボを食べることが出来ました。１１月には秋の旅行で長野県諏訪方面に行き、諏訪大社参りやガラス
美術館の見学、昼食はとんかつ店に行き、美味しく頂きました。１２月には盛大にクリスマス会を開催致しました。ビンゴゲームやカラオケ大会等利用者、職員とも大変
楽しみました。また、１１月に法人イベントに参加し都留文化大学吹奏楽団の演奏を聞きました。３月には春の外出で小瀬にある石原農園にいちご狩りに行き、美味しい
イチゴをたくさん食べて来ました。利用者のご家族と交流する機会を企画、計画し実施します。
★今年度もご家族との交流会は出来ませんでした。
【地域イベント】
こうしゅう福祉祭り（１１月）、チャレンジドショップ（年３回）、加納岩公民館、山梨市生涯学習イベント（２月）に出店予定（その他の行事、イベントについては状
況を判断し実施する予定）。
★１１月にはこうしゅう福祉祭りに出店しました、クッキーや生産品の販売、射的ゲームは大変人気がありました。チァレンジドショップにも積極的に出店しました。１
２月には、牧丘、三富公民館イベントに出店しました。２月には、加納岩公民館イベント、山梨市生涯学習イベントに出店しました。
【その他】
利用者のご家族の高齢化等に対応する一環として、短期入所利用について、ご家族、また短期入所サクラダや山崎荘との連携や協働を実施します。
★短期入所サクラダ、山崎荘の利用について定期的に１名利用しています。
甲州市地域活動支援センター（あんしん相談センター）との連携協働、センターの有効的活用の検討・塩山授産園の施設整備を進めます。
★あんしんセンターの活用については、朝礼を活動室で行い、昼休み等皆さんの憩いの場として利用させて頂いています。塩山授産園とあんしんセンターの連携もしっか
り取れるようになりました。
★塩山授産園の整備については、食堂、事務所、玄関の床の張替えを計画しましたが実施は次年度となりました。
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事業所名 甲州市福祉あんしん相談センター (甲州市地域活動支援センター）

項　　目 　　　　　　　　基本的な取り組み等

事     業 

① 甲州市障害者地域活動支援センターⅡ型（基礎的事業・機能強化事業)
★【利用人数等】 ◆利用登録者　Ｒ７年４月５２名　→　Ｒ８年３月末６２名（前年度比＋１０名）
 　　　　　　　　◆延べ利用人数　１０,９８６ 名（前年度比＋３,３６８名 ）  　月平均　９１５名（前年度比＋２８０名）
　 　　　　　　　　外部からの訪問・塩山授産園他法人関係利用者の訪問・利用が増
② 食料支援事業（甲州市地域活動支援センターにおける生活困窮者世帯へ寄贈食料品配付に係わる事業）
★フードバンク山梨のスマイルプロジェクトの拠点として活動しました。外部数名＋法人団体登録十数名の定期的食糧支援を実施しました。
★法人が支援していただく食糧の備蓄（米・レトルト食品等）及び法人内での配布活動をしました。

人 権 の 尊 重

① 法人の理念である、“「他の者との平等を基礎とした」諸権利の実現”及び職員倫理基準に基づく利用者の人権尊重を意識した事業運営を行っていきます。
★事業計画書に基づいた委託事業の運営、法人理念等を生かし、利用者の人権尊重を基盤として業務に取り組みました。
② 利用者の権利擁護の観点から、虐待や差別等が疑われる場合には行政や関係機関と連携して、迅速かつ適切な対応を行います。
★利用者の権利擁護の観点を遵守して運営に当たりました。
③ 虐待防止委員会の取り組み、年１回以上の虐待防止や権利擁護に関する研修に参加し、意識や知識の向上に努めていきます。
★職員会議及び職員研修会の際に研修を深めました。

障害者への合理的配慮

① 「障害者差別解消法」に基づき、合理的配慮した支援を行っていきます。
★関係機関との連携を深める中で、合理的配慮の提供に努めました。
★職員が甲州市の障害者差別相談員として登録され活動しました。
② 利用者の障害の理解を深め、意思決定支援を意識した活動を行っていきます。
★利用者の障害の理解に基づくと共に利用者の意見を尊重して毎月のデイケアプログラム作成に当たりました。
③ 施設整備や備品の見直し・管理を継続し、利用者が活動しやすい環境作りを行っていきます。
★ＰＣ教室、陶芸教室、園芸作業等の活動における備品・環境設定を継続して改善に努めました。
★車いす用の福祉車両（日本財団の助成車）をあんしんセンターの利用者の送迎や外出等に有効活用しました。

適 切 な 労 務 管 理

① 活動状況や業務状況の確認・共有など職員間でコミュニケーションを密に取れる体制作りや安全あんしん委員の積極的な取り組みによる安全衛生の実施など「働きや
すい」環境作りに努めます。
★定例の職員会議と随時のミーティングでセンター職員間のコミュニケーションを密にとりました。
② 就業規則に即した業務の効率化や適正化を図っていきます。
★予定表への明記を通じて、兼務職員の動向等、それぞれの職員の業務の状況を理解し合いました。
③ 年次有給休暇を計画的に年間５日以上取得するため業務の調整を図ります。
★センターの運営に支障がないように年次有給休暇は決められた日数以上消化し、特別有給休暇（リフレッシュ休暇）も有効に消化しました。

人 材 育 成

① 法人の理念、職員倫理基準の周知や理解の徹底、法令遵守（コンプライアンス）の意識を高めていきます。
★職員会議、職員研修会で諸理念、諸規定等の研修を深め、コンプライアンスの意識向上を図りました。
② 法人内研修、外部研修への積極的な参加や塩山授産園他法人の他事業との連携・交流を通して職員の質的向上に努めます。
★外部研修は限られましたが、日常的な業務や行事を通じて法人内の他事業所職員との連携・交流を深めました。
③ 安全あんしん委員会により環境整備・感染症予防・安全衛生等の研修に努めます。
★職員会議時での安全あんしん委員会の定期開催をし、利用者への支援内容と併せて研修を図りました。
④ 資格取得を積極的に推奨します。
★新たな資格取得には結び付きませんでした。

令和７年度　事業報告　　　　　
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地域へ開かれた施設づくり

① 行政機関、社会福祉協議会、福祉サービス事業所等、多様な団体と連携を図っていきます。
★甲州市との連絡調整会議を定期的に開催し、他団体からの相談や見学等により連携を図りました。
② 甲州市の広報誌に生理用品等の提供などセンターの取り組みについての広報・周知を図ります。
★甲州市の広報誌には市の取り組みとしての生理用品提供については掲載されました。センターの取り組みについては検討課題にとどまりました。
③ 地域の行事への参加など近隣地域と交流を深めていき、地域福祉の推進や地域の社会資源となる開かれた事業所を目指していきます。
★甲州市内及び峡東地域の行事に積極的に参加し、甲州市、山梨市の行政、福祉団体と交流・連携を深め、社会資源としての評価を高めました。

リスクマネジメントの推進

① 記録、個人情報等の管理に不備がないよう適切な管理をします。
★利用者の情報管理について職員間の情報共有をしました。
② 苦情、クレームに対して法人本部と連携して迅速かつ適切な対応を行います。
★苦情・クレームは特にありませんでした。
③ 飲酒運転防止のための具体的な取組を実施します。
★アルコールチェックを励行して業務に当たりました。
④ 防災・防犯マニュアル及び事業継続計画（ＢＣＰ）に基づいて、年２回以上の避難訓練を実施します。
★防災について、職員及び利用者の研修会は実施しましたが、避難訓練は実施できませんでした。
⑤ 感染症対策・防災等の施設管理、環境整備の徹底などに取り組んでいきます。
★使用場所や器具等の消毒、清掃を定期的に実施し、施設管理・環境整備に努めました。
⑥その他
★公用車の事故について車両を擦ってしまう事案はありましたが、職員が修繕しました。

事 業 運 営

【事業目的】
①甲州市地域活動支援センターⅡ型
・障害者等の社会参加の促進及び自立と社会経済活動への参加促進のための支援
・障害者等に対する調理、清掃その他の自立した生活を営むための日常生活上の援助及び障害者等の自主的な活動、地域住民との交流の機会の提供
・その他障害者福祉に関する援助や啓発活動
②食料支援事業（甲州市地域活動支援センターにおける生活困窮者世帯へ寄贈食料品配付/NPO法人フードバンク山梨の事業等に連携・協力）
③法人内事業所との連携強化
④地域に開かれたセンター運営
【事業内容】
①地域活動支援センターⅡ型（基礎的事業・機能強化事業)
・デイケアプログラム（創作的活動、外出、運動、調理実習など、利用者の意向により実施）/毎週木曜日（１３：００～１５：００）
・健康相談/毎月第２・４火曜日（９：３０～１１：３０) 　　　・清掃活動（クリーンデー：センターの清掃など）/毎月第１火曜日
・陶芸教室（陶芸作品の制作）/毎月第２月曜日（１３：３０～１５：３０)　　・余暇活動（ちぎり絵等/毎月第４火曜日１３：００～１５：００）
・視覚障害者パソコン教室（視覚障害のある方の専用ソフトの活用や外部講師によるパソコンの教室）/毎月第３火曜日（１４：００～１５：３０）
・その他の施設利用等（カラオケ・パソコン使用　平日９：３０～１７：００）
★デイケアの計画的な開催と相談体制の整備に努めました。
★健康管理・身辺自立に関係する研修を実施しました。
②食料支援事業（甲州市地域活動支援センターにおける生活困窮者世帯へ寄贈食料品配付に係わる事業）
・甲州市における生活困窮者等への支援として、NPO法人フードバンク山梨「緊急食料支援（つながるスマイルプロジェクト)事業」へ参加・協力します。
・甲州市福祉あんしん相談センターを拠点にフードバンク山梨の活動へ参加・協力・連携し、食料の受領・仕分け・対象者へ配布・配布物の管理等を行います。
★食糧支援の物資配布に関連して消費期限や食材利用・食育に関係する研修・情報提供をしました。
③法人内事業所の連携
・塩山授産園及びコピットとの共同利用者等の支援に関わる情報交換及び協働支援を強め、農福連携事業の推進センター的取り組みを推進します。
★法人内他事業者利用者の施設利用要望（センターのカラオケ、ＰＣ、活動室の利用など）に応じて施設を提供しました。
④地域に開かれたセンター運営
・甲州市福祉総合支援課等からの依頼に応じて、生理用品の配布窓口、緊急的な支援・保護等に協力します。
・障害者に限らず住民からの一般相談に対応し、状況に応じて、甲州市福祉総合支援課、社会福祉協議会等に繋げられるように取り組みます。
★甲州市や地域の障害者福祉に関係する情報を提供してきました。
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年 間 計 画

【研修】
① 法人内研修（年２回/９月・１１月）及び相談支援部のミーティング会議等に参加します。
★年間２回の法人全体研修会に参加しました。
② 外部研修会等にも積極的な参加を促していきます。
★外部研修会は個人レベルでのオンライン研修に取り組みました。
【行事】
①センターとしてのデイケアプログラムを利用者と共に毎月作成して計画的に取り組みます。
★デイケアプログラムについては利用者の意見を尊重して計画しました。
②法人及び塩山授産園の行事、地域の行事（山梨県障害者文化展・こうしゅう福祉まつり・チャレンジドショップ等）へ参加・連携・協力をしていきます。
★地域の行事にデイケアや土曜開所の際参加しました。
★塩山授産園とは日常的なつながり、行事、農福・食糧支援の活動を通じて連携・協力を深めました。

1
6



事　業　所　名 あ く し ゅ

項　　　　目 　　　　　　　　基本的な取り組み等

事　　　    業 

放課後等デイサービス　定員１０名　　　利用者数平均が毎月定員数を満たすことを目標とし、安定した利用数の確保と充実した運営を行っていきます。
★【利用人数等】
 ◆利用登録者　Ｒ７年４月１５名　→　Ｒ８年３月末１４名　◆延べ利用人数２，１８３人（前年度比＋３３６人）
 ◆１日平均利用人数　８．０２人（前年度比＋１．５人）　　◆「個別サポート」該当者９名（前年度比＋１人 　◆「強度行動障害」該当者４名（前年度比＋３人）
★【職員配置(４月)】　管理者１名（短時間）、児童発達支援管理責任者１名、児童指導員・保育士３．７名

人 権 の 尊 重

① 法人の理念“「他の者との平等を基礎とした」諸権利の実現”を基に、利用児の人権や権利擁護について学び、職員の意識向上を図ります。
★それぞれの職員が理解、意識向上に努め、日々の支援を行いました。
② 利用児に対する権利擁護や人権意識を持ち、本人の気持ちを大切にし、利用児や保護者に理解されるような支援に努めていきます。
★日々の活動を通して利用児の気持ちを聞き取りながら支援を行いました。
③ 利用児同士の意見・気持ちの食い違いが生じた際は、職員を介して、両者が相互理解・納得し合える支援をしていきます。
★利用児同士の意見等の食い違いなどが生じた際に職員が間に入り、すぐに解決するのではなく、お互いの気持ちを相手に伝えるようサポートしました。また、両者で話
し合いをするように促しました。
④ 時と場合により気持ちの尊重が叶えない状況が起きた際には、叶わない理由を納得して頂けるよう支援していきます。
★利用児の気持ちの尊重が叶えない際にはわかりやすく説明を行い、納得して頂きました。

障害者への合理的配慮

①「障害者差別解消法」に基づく「合理的配慮の提供」について学び、支援に生かします。
★法人内研修や外部研修を通して、合理的配慮について学び、理解を深めるように努めました。
② アセスメント・モニタリングを行う際、支援の質を向上させる為、可能な限り複数の職員で行います。
★法人の掲げる基本的な感染症対策という事に配慮し、面談、アセスメント、モニタリングは必要最小限の人数で感染対策を実施しながら行いました。日程等はご家庭の
希望に沿って行いました。利用児にあった支援を行いました。
③ 利用児・保護者の要望や意見を聴き取り、個別支援計画を作成し、一人一人の特性や特徴に応じた支援をしていきます。
★アセスメントでの保護者の要望を取り入れつつ、事業所からの要望も出して、利用児の特性、特徴に応じた支援計画の作成に努め、支援に努めました。
④ 個々の利用児の成長につながる支援方法の工夫や利用児が安全かつ活動しやすい環境づくりを行っていきます。
★利用児が成長していく上で必要で軽度な危険物、危険な事を排除し過ぎず、利用児の危険察知能力や、利用児同士の関係の意識を高められるよう環境づくりに配慮しま
した。

適 切 な 労 務 管 理

① 就業規則に則って、適正かつ効率的に業務に当たり、職員が働きやすい環境づくりに努めていきます。
★休校日の終日業務における休憩時間を工夫しましたが、就業規則に則った勤務体制作りに課題を感じました。
② 職員がストレスを感じず、ハラスメントを生じさせないように職員の個性が発揮できるような環境作りを行っていきます。
★個々の職員の考え方や価値観が違う中で全くストレスを感じずに働くことは難しいと思いますが、それでも職員同士が互いに思いやりを持てるように努めました。
③ 職員が発言しやすい人間関係を築いていきます。
★年齢、立場、個性等が違う中で、出来る事をしました。
★職員からの意見・要望に応じて管理者・総合施設長面談を行いました。
④ 年次有給休暇を計画的に年間５日以上取得するため業務の調整を図ります。
★職員全員が年次有給休暇を５日以上取得することが出来ました。

人 材 育 成

① 法人の経営方針・職員倫理基準について、職員一人一人が理解し、業務に励むように努めます。
★職員一人一人が経営方針、倫理基準の理解に努め、業務に励んでいました。
② 関係法令の周知と理解に努め、法令順守（コンプライアンス）の意識を高めていきます。
★研修等を通して、職員一人一人が関係法令についての理解を深め、法令遵守の意識を持ちながら支援に当たるように努めました。
③ 職員の支援力の向上の為、法人内研修や外部研修に積極的に参加できるようにしていきます。
★法人全体研修会に全職員の参加は出来ませんでした。参加出来なかった職員に内容を伝え、個々の支援技術向上、虐待防止に対する認識を深めました。
④ 職員ミーティングや職員会議を通じて日々の支援の振り返りを行い、職員の資質向上、支援の質の向上に繋げていきます。
★支援前のミーティング、職員会議を通じて、振り返りを行い、職員間での共通認識に努め、職員の資質向上、支援の質の向上に努めました。
★課題のある職員については関係機関職員の意見も聞きながら支援体制を工夫しました。

令和７年度　事業報告　　　　　　
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地域へ開かれた施設づくり

① 感染症の状況を把握するとともに、感染症予防対策を講じながら可能な限り地域行事に積極的に参加していきます。
★参加出来る地域の行事は少なく、参加する事が出来ませんでした。
② 事業所周辺の地域住民の方々との挨拶、会話を通じて互いに笑顔になれる関係を築いていきます。
★職員の出退勤時や、日中活動での近隣ウォーキングの際に住民の方と挨拶を交わす事が出来ました。
③ 自治会を通して法人の機関紙等の配布をして頂き、地域からの理解・周知をして頂けるよう努めていきます。
★機関紙完成のタイミングが間に合わない事が続いたので、機関紙配布を止め、事業所周辺のウォーキングを増やし近隣の方々との交流に努めました。
④ 関係各市の福祉課、各社会福祉協議会、各自立支援協議会等への参加等、地域の福祉団体等と連携していきます。
★甲府市通所事業所連絡会の理事メンバーとして、理事会・連絡会への参加をしました。自立支援協議会児童部会はコアメンバーとして所属し、会議にも参加しました。

リスクマネジメントの推進

① 感染予防、防災・防犯マニュアル等の見直しを図るとともに、事業所安全計画、事業継続計画（ＢＣＰ)に基づいた体制作りや対策を講じていきます。
★事業所安全計画を職員の周知に努め、事業継続計画（ＢＣＰ）は法人全体のものを使用しました。
② 避難訓練を最低年２回行い、体制作りや対策を講じていきます。
★２回の避難訓練を行い、職員の意識・利用児の行動の様子を把握しました。
③ 職員からの気づき報告書を分析し、事故を未然に防げるよう職員で共通認識をしていきます。
★気づき報告書が提出される度に職員で回覧し、職員会議で再発防止に向けて共有・意見交換をしました。
④ 虐待防止や権利擁護の研修に積極的に参加できるように勤務体制に配慮していきます。
★法人全体研修会で虐待防止・人権擁護に関わる研修を受けました。
⑤ 法人本部と連携しながら、苦情解決体制を整えていきます。
★今年度は各方面から苦情を頂くことはありませんでした。これに奢らず安心して頂ける事業所運営に努めていきます。
⑥ 安全あんしん委員会を通じて、利用児の健康管理・感染症予防対策に留意し取り組んでいきます。
★毎月、安全あんしん委員会を実施し事業所での課題について職員で共通理解を深め、取り組みました。
⑦ 飲酒運転防止のための具体的な取組を実施していきます。
★アルコール検知器及び点検表を利用し飲酒運転防止に務めました。
⑧その他
★公用車の事故は４件（ケガなし。車体損傷。前・側面修理が比較的大）ありました。

事 業 運 営

① 法人内の他の放課後等デイサービス事業所との連携・交流を図ります。
★今年度は４名の新規利用児の特性を考慮し、法人内の放課後等デイサービスみなてらすとの交流は見送り、単独での活動を楽しみました。
② 教育関係職員、計画相談支援員の方々との良好な関係作りに努め、連携を深めていきます。
★学校の先生と送迎時に話しをしました。計画相談支援員とは事業所に来て頂き打ち合わせをしたり、電話でやり取りを行うなど関係作りに努めました。
③ 甲府市自立支援協議会、甲府市地域児童通所事業所連絡会への参加・連携等を通じて、他事業所との横のつながりが強固なものになるよう努めていきます。
★甲府市地域通所事業所連絡会の対面での理事会、連絡会に管理者や職員も参加しました。
④ 新規利用児の獲得に向けた事業所紹介等の取り組みをパンフレット、インスタグラムなどを通じて積極的に行います。
★甲府市地域通所事業所連絡会で開催されたパネル展示会に参加し、事業所の周知を図りました。インスタグラムも毎月投稿しました。
⑤ 甲府センター内をはじめ法人内の他事業所職員との協働・連携を通じて、職員の資質向上及び支援の質的向上を図ります。
★他事業所の管理者、サービス管理責任者、児童発達支援管理責任者同士、連絡を取り合い、コミュニケーションを取りました。

年 間 計 画

【研修】
① 法人研修： 年間２回（９月、１１月）
★９月、１１月の法人全体研修会へ数名の職員が参加をしました。
② 児童部研修： 年間２回（６月・１１月）を予定し、実施していきます。
★職員の勤務時間やタイミングが合わずに実施することができませんでした。
③ 事業所内研修：職員会議の機会を通じて実施していきます。
★職員会議での研修を通じて様々な研修内容について意見交換・情報交換に努めました。
④ 他事業所との研修交流を計画・実施していきます。
★機会を設ける事が出来ませんでした。
【行事・イベント等】
① 新型コロナやインフルエンザ等の感染状況を見ながら、季節に応じた行事・イベント等を計画・実施していきます。
★新型コロナ感染症や、その他感染症対策に留意しながら、季節に応じた活動を事業所内での活動を中心に行いました。
② 新型コロナやインフルエンザ等の感染状況を見ながら、児童支援部合同活動（年間３回）を実施します。
★利用児の特性や、その時の感染症の状況に配慮し、児童部合同活動は見送りました。
【その他】
① 児童支援部会議（管理者・児童発達支援管理責任者）を年間４回（４月・７月・１０月・２月）開催し、情報共有、共同の取り組み等を深めます。
★今年度、児童部の管理者が兼務だったので、児童部支援会議は開催しませんでしたが、管理者・児童発達管理責任者のライン等で意見交換・情報共有に努めました。
② 甲府センターのグループホームと情報共有を図り、連絡調整のための会議等を行います。
★送迎や支援のヘルプをグループホームの管理者と連絡を取り調整を行いました。
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事  業  所  名 み な て ら す

項　   　目 　　　　　　　　基本的な取り組み等

事     業 

放課後等デイサービス　定員１０名  　利用者数平均が毎月定員数を満たすことを目標とし、安定した利用数の確保と充実した運営を行っていきます。
★【利用人数等】
 ◆利用登録者　Ｒ７年４月１５名　→　Ｒ８年３月末１７名　 　 ◆延べ利用人数　１，１６５人（前年度比－６５０人）
 ◆１日平均平均利用人数　４．３１人（前年度比－２．４３人）　　　◆「個別サポート」　該当者６名
★【職員配置(４月)】　管理者・児童発達支援管理責任者（兼務）１名、児童指導員・保育士３．５名。

人   権   の   尊   重

① 法人理念(「他の者との平等を基礎とした」諸権利の実現)を基に、利用児に対する権利擁護や人権について学び、職員の意識向上を図っていきます。
★利用児の権利・人権を尊重し、合理的配慮の提供に努めながら支援を行いました。
② 虐待防止や身体的拘束・行動制限等に関する理解を深め、虐待・権利侵害等に繋がらないよう、日々の振り返りを大切にしながら支援していきます。
★日々の支援や活動を翌日の始業前に職員ミーティングで話題にし、振り返り、職員で考えながら支援にあたりました。
③ 利用児や保護者に対する説明等を丁寧に尽くし、支援方法・内容が理解されるような支援に努めていきます。
★タイムリーに保護者と情報共有し合う事で、支援について理解して頂けるように努めました。

障害者への合理的配慮

① 研修等で「障害者差別解消法」に基づく「合理的配慮の提供」について学び、支援に生かしていきます。
★事業所内研修や外部研修を通して、合理的配慮について学び、理解を深めるように努めました。
② 一人一人に合わせた支援を行っていくとともに、意思決定が可能となるように配慮していきます。
★個々の障害特性に配慮し支援に努め、活動する中で意思決定できるよう配慮しました。
③『個別支援計画』に基づき、ＴＥＡＣＣＨプログラム・構造化・ＳＳＴ等様々な方法を用いて支援していきます。
★個別支援計画に基づき、個々の課題に応じたプログラムの提供・ＰＤＣＡサイクルの実践をすることで、一人一人に合わせた支援の提供に努めました。
④ 施設整備や備品、利用空間等の見直しを行い、利用児が活動しやすい環境を整えていきます。
★適宜、環境整備を行い、活動環境の整備に努めました。

適 切 な 労 務 管 理

① 就業規則に即した業務の効率化及び適正化を図り、「気づき」や意見等、職員が遠慮なく発言でき、活動しやすく、働きやすい職場環境作りに努めていきます。
★毎日のミーティングや職員会議等の中で、各職員が遠慮なく発言できるような場面作りや、働きやすい職場環境の構築を目指しました。年齢、立場、個性等が違っても働
きやすい職場づくりに努めました。
② 計画的な業務遂行と外部研修に参加しやすい勤務体制を整えていきます。
★職員間で業務分担することで、各職員が自分の業務内容を把握し、計画的に取り組む事ができました。外部研修には、職員の希望を聞きつつ、可能な限り参加できるよう
な体制作りに努めました。
③ 管理者との定期的な面談の機会等を設け、早期に職員の悩みや不満等の解消に努めストレスの少ない職場を目指します。
★管理者の力不足が原因で職員に精神的なストレスを与えてしまった事がありました。
④ 年次有給休暇を計画的に年間５日以上取得するため業務の調整を図ります。
★職員の希望を聞きながら、全員が年間５日以上の年次有給休暇を取得できました。

人 材 育 成

① 法人の経営方針や職員倫理基準について、職員の資質向上と高いモラルの形成のため、法人内研修の充実や外部研修に積極的に参加できるようにしていきます。
★法人全体研修会を通して、法人の経営方針や職員倫理基準について周知を図りました。
★外部研修は、峡東圏域新人研修、児童発達支援管理責任者更新研修、その他研修会に各職員が参加し、支援の質の向上に努めました。
② 関係法令の周知と理解に努め、法令遵守（コンプライアンス）の意識を高めていきます。
★研修等を通して、職員一人一人が関係法令についての理解を深め、法令遵守の意識を持ちながら支援に当たるように努めました。
③ 法人及び、笛吹センター内他事業所と連携し、職員交流を通して職員全体の資質的向上を図っていきます。
★日々のミーティングの中で、利用児の障害特性や支援方法について同じセンター内に勤務する地域療育コーディネーターや相談支援専門員から意見やアドバイスをもらう
事で、職員間の交流を図りつつ、職員全体の質的向上に努めました。
④ 職員個人の目標を明確にし、実現に向けてのプロセスを示す事で、先を見据えた人材の育成・確保を目指していきます。
★今年度は職員の目標等を聞き取る機会を設けることが出来ませんでしたが、職員の希望する研修に参加するための体制を組みました。

令和７年度　事業報告　　　　　　
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地域へ開かれた施設づくり

① 感染症の状況を把握するとともに、感染症予防対策を講じながら、地域の行事やイベント等に積極的に参加していきます。
★感染症対策を講じた上で、参加可能な行事やイベントに参加する事ができました。
② 地域との交流や連携を深められるようなイベントの開催を企画、実施していきます。
③ 自治会を通して法人の機関紙等の配布をして頂き、地域からの理解・周知をして頂けるように努めていきます。
★機関紙等の配布や地域との交流を深められるようなイベントの企画・実施は行えていません。
④ 県及び関係各市の福祉課や社会福祉協議会、圏域事業所連絡会等への参加等、地域の多様な団体と連携していきます。
★児童発達支援管理責任者が笛吹市自立支援協議会児童部会、峡東圏域サービス事業所連絡会児童部門へ参加し各事業所と連携・情報共有を深めました。

リスクマネジメントの推進

① 防災・防犯マニュアル等の見直し、事業所安全計画、事業継続計画（ＢＣＰ）に基づいた体制作りや対策を講じていきます。最低年間２回の避難訓練を実施します。
★事業所安全計画を作成し職員の周知に努め事業継続計画(ＢＣＰ)は法人全体のものを使用しました。避難訓練は座学も含め多種の災害の訓練を行いました。
② 保護者による事業所評価等により、定期的に業務内容を振り返り改善し、保護者・自己評価を法人ホームページ等に公表し、広くご意見をいただけるようにします。
★保護者による事業所評価アンケートを実施し、法人ホームページに公表しています。頂いたご意見を参考に、定期的に業務内容の振り返りを行い、日々の支援に反映させ
ていけるように努めています。
③ 法人本部と連携しながら、虐待防止や苦情解決体制を整えていきます。
★法人全体研修会で虐待防止・人権擁護に関わる研修を受けました。
④ 安全あんしん委員会を通じて、利用児の健康管理や感染症対策を行っていきます。
★活動プログラムの中に「学びの時間」を設け、季節に応じて食中毒や熱中症等についてや、新型コロナ感染症やインフルエンザ等の感染予防対策について利用児が学習す
る機会を設けました。
⑤ 日々の支援の中での「気づき」を大切にし、迅速に改善・対応できるように努めていきます。
★毎日のミーティングや職員会議の中で、職員一人一人の「気づき」を共有する事で多角的視点から支援を考え、必要に応じた改善策等を検討し、迅速に対応できるように
努めました。
⑥ 飲酒運転防止のための具体的な取組を実施します。
★勤務前、退勤前にアルコール検知器を使用し飲酒運転防止に努めました。
⑦その他
★今年度、公用車の事故は４件ありました。４件とも物損事故でした。
★利用児１名の個別ファイルが紛失していることが判明し理事長、管理者がご自宅を訪問してご本人とご家族に謝罪をしました。また、県に報告し再発防止策を徹底するよ
うにしました。

事 業 運 営

① 療育内容や支援体制の見直しを図るとともに、５領域に基づいた支援プログラムの作成・公表に努めていきます。
★５領域に基づいた支援プログラムを作成し法人ホームページに公表しました。
② 新規利用児の獲得に向けた事業所紹介等の取り組みをパンフレットやインスタグラムを通じて行っていきます。
★事業所パンフレットを、特別支援学校、各市担当課・基幹相談機関・計画相談事業所に配付しました。インスタグラムも毎月投稿しました。
③ 法人内の他の放課後等デイサービス事業所との連携・交流、笛吹センター内の職員との協働を行っていきます。
★感染症対策に考慮し、法人内の放課後等デイサービスあくしゅとの交流は見送り、単独での活動を楽しみました。
④ 特別支援学校や地域の学校と密に連携し、関係者会議への参加などを充実していけるような体制作りに努めていきます。
★送迎時等を利用し、各学校（先生）と連絡をとるように心がけました。
★送迎を利用しない利用児については、気になる事がある際に学校へ連絡させてもらい情報共有できるように努めました。
⑤ 基幹相談支援や相談支援事業所と連携・情報共有し、送迎時の自立支援や継続的に通学できないなどの利用児個々のニーズに合わせた支援体制を整えていきます。
★関係者会議等へ参加して各関係機関と連携・情報共有をしながら個々のニーズに合わせた支援の方向性の統一や情報交換を行うように努めました。
⑥ 圏域内の相談支援事業所にみなてらすの周知を図ると共に、定期的に情報更新を行い、地域のニーズに合わせた利用児の受け入れを検討していきます。
★各事業所へパンフレットを配布し、みなてらすの周知を図りました。地域のニーズ（主に不登校）にできる限り合わせた受け入れ方法を検討し、新規利用児の受け入れを
行いました。
⑦ 地域の企業等と連携し、職業体験等を計画的に行う機会を設け学校卒業後を見据えた支援を強化していきます。
★地域の企業と連携することは難しかったですが、活動を通して職業訓練の作業を行ったり、卒業生の就職先に見学に行ったり、卒業後を見据えた支援に努めました。
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年 間 計 画

【研修】
① 法人全体研修…年間２回（９月、１１月）
★９月、１１月の法人全体研修会に全職員で参加をしました。
② 児童部研修…年間２回(６月・１１月）を予定し、実施していきます。
★職員の勤務時間やタイミングが合わずに実施することができませんでした。
③ 事業所内研修…毎月１回（８月・３月の長期休み時は実施しません）
★安全あんしん委員会で様々な学習の機会を持ちました。
【行事・イベント】
① 保護者連携行事・卒業生を交えた行事…年２回程度の実施を検討していきます。また、保護者のニーズに合わせた勉強会や懇談会を企画していきます。
★１０月の秋祭りには、卒業生を招待し、参加してもらうことができました。勉強会や懇談会については実施できませんでした。
② 季節に応じた行事の実施（秋祭り・運動会・ハロウィンパーティー・クリスマス会・卒業式等）
★感染症対策を講じた上で、各種行事を開催することができました。卒業式には、卒業生の保護者にも参加してもらう事ができました。
③ 地域のイベントに参加し社会参加の機会を提供できるように検討します（人ねっこアート展・福祉アート展・富士山への年賀状等）。
★人ねっこアート展・福祉アート展・富士山への年賀状等、社会参加の機会を可能な限り設けました。
④ 児童支援部合同活動年間３回（５月・１２月・２月）を実施します。
※行事・イベントについては、新型コロナやインフルエンザ等の感染状況で判断し、実施していきます。
★その時の感染症の状況に配慮し、児童部合同活動は見送りました。
【その他】
① 児童支援部会議(管理者・児発管)を年４回(４・７・１０・２月)開催し、児童支援部の情報共有・共通認識・共同の取り組みを深めます。
★児童部の管理者が兼務だったこともあり児童部支援会議は開催しませんでしたが、情報共有に努めました。
② 笛吹センター連絡調整会議…笛吹センター内の事業所の代表者により、笛吹センター運営に関わる情報共有・連携等の打ち合わせを実施します。
★必要に応じて、笛吹センター内の各事業所管理者と打合せ等を行いました。
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事業所名 山崎荘・短期入所サクラダ・ライフ荘

項　　目 　　　　　　　　基本的な取り組み等

事     業 

① 山崎荘（共同生活援助）　定員１９名 　内、サクラダＡ:７名　サクラダＢ:７名　山崎荘:５名
利用者の将来を見据えた暮らしを多角的な視点から提案し、より良い生活を目指せるような事業運営をします。
② 短期入所サクラダ（併設型短期入所）　定員４名(サクラダＢ:２名　第２山崎荘:２名)
４月より１室増設します。利用の要望に応えきれていない課題に対して、授産部と共同しながら受け入れ態勢の構築を行います。
★【利用人数等】
 ◆利用登録者(①のみ)　Ｒ７年４月１９名　→　Ｒ８年３月末１８名。
 ◆延べ利用人数(①のみ)６，４５１人(前年度比－１２３人）
 ◆延べ利用人数(②のみ)６５８人(前年度比＋８９人） ◆１日平均利用人数(①のみ)　１７．６７人（前年度比－０．３４人）
 ◆１日平均利用人数(②のみ)　１．８０人（前年度比＋０．２４人）
 ◆区分別（①②合計）　   区分なし(１日平均５．９人)　 区分１(１日平均０人)　 　     区分２(１日平均４．４人) 　  区分３(１日平均４．８人)
　                        区分４(１日平均２．０人)     区分５(１日平均１．９４人)    区分６(１日平均０．１１人)
 ◆平均支援区分(①②合計) ２．２２(前年度比＋０．０９)
★【職員配置①②合計(４月)】　管理者１名、サービス管理責任者１名、世話人・生活支援員７．７名
③ ライフ荘（緊急宿泊施設）　定員３名
★ライフ荘 延べ利用者数　５９１人(前年度比＋１４７人）  1日平均  １．６２人(前年度比＋０．４人)

人 権 の 尊 重

① 法人理念“「他の者との平等を基礎とした」諸権利の実現”を基に、利用者に対する権利擁護や人権について学び、職員の意識向上を図っていきます。
★職員の意識改革に努め利用者一人ひとりと向き合い支援することを心掛けました。
② 利用者が自分らしく生きるための支援を中心に、一人一人のストレングスを意識しながらより良い支援を模索します。
★一人ひとりの利用者が安定した生活ができるように、各機関と相談や日々の生活の中で職員間で情報共有をしました。
③ 「支援とは権利を侵しかねない存在」との自覚を持ち、継続して各職員が利用者の可能性を広げられる支援していきます。
★職員会議の中で支援や権利について共有を行いました。

障害者への合理的配慮

① 居住の場として、利用者個々が安心して生活でき明るい未来を考えられる環境を用意できるよう配慮します。
★居室訪問を行い利用者と相談やアドバイスをしながら生活環境を整えることに務めました。
② 利用者本人や関係機関と連携して、ご家族の高齢化等に伴うニーズの変化に合わせた場の体験等を計画していきます。
★高齢になってきた利用者については、ご家族や計画相談と今後について話し合いをしました。
③ 各職員全員で常に情報を共有し、愛着障害の研修や日々の振り返りを通して、個々の利用者に配慮した支援に努めます。
★ＩＴを駆使し職員全員が情報を共有し支援の向上に努めました。

適 切 な 労 務 管 理

① 労働基準関係法令の遵守、年次有給休暇５日以上、リフレッシュ休暇を２日取得しやすい環境作りに努めます。
★年次有給休暇は５日以上取得することが出来ました。リフレッシュ休暇は年度末に偏り今後の課題になりました。
② 適切な職員配置や勤務時間の効率化を行います。
★適切な職員配置や勤務時間の効率化に務めましたが、年度を通して勤務時間がオーバーしてしまった職員が出てしまいました。
③ 安全あんしん委員会の活動により、働きやすい環境作りや職員の「こころの健康相談」の利用を推奨します。
★職場の働きやすい環境、相談が出来る環境、職員間の風通しを良くするように努めました。

令和７年度　事業報告　　　　　　
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人 材 育 成

① 緊急時等に備え、複数の共同生活住居に入ることが出来る職員の養成を継続的に行い、職員の総合力向上を図ります。
★計画的に実施する事が出来ませんでした。今後は職員のスキルアップを図るため計画的に進めていきます。
② 利用者の障害特性に応じた支援方法や感染予防など、経験を基にした継続的な支援に繋がるように全員でスキルアップを目指します。
★職員会議の中で支援方法を統一化して、安全あんしん委員の協力のもと感染予防の共有を図りました。
③ 職員のスキルアップ向上のため、研修に参加するよう促しを行います（研修報告書を提出します）。
★強度行動障害（基礎）研修に１名、強度行動障害（実践）研修に２名が参加しました。
④ ＧＨ甲府と連携し、交換研修や合同研修会などを開催して、職員の成長に繋げられるように積極的に取り組みます。
★調整不足のため実施する事が出来ませんでした。職員の成長に繋がるように計画的に考えていきます。
⑤ 支援を必要とする方と職員との間に、良好な信頼関係を築くことが出来るように対人援助技術のスキルを学びます。
★利用者に関する些細な事も職員間で共有する事を心がけました。上手くいかない時には全体で検討しました。
⑥ ＰＤＣＡサイクルを確立し、全職員が支援の方向性を確認し、見直し改善できる体制を築きます。
★職員会議で利用者の課題や支援の方向性を話し合い誰もが同じ支援が出来るように努めました。

地域へ開かれた施設づくり

① 年１回以上地域連携推進会議を開催して、地域からの理解をより深めていただけるようにします。
★１１月２２日に地域連携推進会議を開催をしました。地元の区長様、民生委員、他法人の同業者等に参加していただき事業所の理解を深めてもらいました。
② 共同生活住居の周辺の道や駐車場等の清掃、ゴミ置き場の定期清掃、雪かき等を積極的に行います。
★不定期のゴミ置き場の清掃や降雪時の雪かきは実施しましたが、定期的な清掃は出来ませんでした。
③ 地域のイベントや避難訓練等に参加します。
★情報収集不足で地域のイベントや避難訓練は参加できませんでした。１１月の地域連携会議を開催した事で区の総会や組の集まりには参加することが出来るようになり
ました。
④ コミュニケーションの基本である挨拶の励行を推奨し実行します。
★地域の方との挨拶に努めました。利用者にも地域の人に挨拶してもらえるように促しを行いました。

リスクマネジメントの推進

① 事業所内の文書管理を徹底するように努力します。
★受給者証の更新手続き不備があることが分かり、文書管理方法を再検討し整備し直しました。
② 消防署や警備会社、日中活動事業所等と連携し、より良い防災計画を作成し、年２回以上の避難訓練を実施します。
★消防署や警備会社、日中活動事業所等と連携することは出来ず、当事業所のみでの実施になりました。訓練時にグループホームにいた利用者は全員参加で避難訓練を実
施し、避難袋の確認と非常食の体験も実施しました。
★１２月に行われた山梨県災害時情報伝達訓練に参加しました。
③ 新型コロナ感染者が出ることを前提として、対策、対応をマニュアル化して各自が実行出来るようにします。また、必要に応じて隔離用の多機能型簡易居室を利用し
ます。
★多機能型簡易居室を利用する事はありませんでした。感染拡大しないように職員一人ひとり気を付けて行動しました。
④ 緊急時の対応（警察や救急車への依頼等）を職員で共有します。
★スムーズに対応できるように全職員で話し合い改善に努めました。救急搬送を要請する際に事業所の住所がすぐに伝えれるように、大きく紙に書いて壁に貼りました。
⑤ 感染症や自然災害に対して事業継続計画（ＢＣＰ)に基づいた体制作りや対策を講じていきます。
★事業継続計画を見直し新たに作成しました。
⑥ 自転車利用者の保険加入や転送届の確認をします。（年１回）
★確認を実施しましたが、期間が切れている利用者がいました。保険加入期間や転送届などが利用者により違っていたこともあり、管理方法が課題であることも分かり、
期間の統一を図りました。
⑦ 飲酒運転防止のための具体的な取組を実施します。
★アルコール検知器を使用し飲酒運転防止に努めました。
⑧その他
★短期入所の部屋のガスが料金未払いのために止っていたのに気が付かないまま利用を受け入れてしまったことが判明し、市に報告し、計画相談同席のもとに理事長、事
務局長、管理者が被害者の利用通所施設を訪問し、ご本人、ご家族に謝罪をし今後の改善に務めました。
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事 業 運 営

① ご本人の意思を尊重しながら安定した生活及び生活基盤を構築し、次のステップに進むことが出来るように共に考えます。
★利用者の意思や将来ビジョンを確認して安心して生活の構築や次のステップに繋がるように提案をしました。
② 法人利用者のご家族の高齢化に対応出来る短期入所の運用実績の向上と、授産部との連携、協働、業務の効率化を図り利用増に繋げます。
★短期入所は一部屋増設しました。法人内外に情報提供する事で利用者が増えてきました。
③ やまなしライフサポートと連携をとりながらライフ荘を運営します。
★やまなしライフサポートとの間で緊急時の連絡方法を再度確認し、いつでも連携・対応できるように改善しました。
④ ４月より甲州市見守り等居住支援事業を受託開始し、甲州市の障害者緊急居住支援に協働します。
★受託開始しました。本年度は依頼はなく稼働はありませんでした。

年 間 計 画

【研修】
法人研修年２回（９月・１１月）、事業所内研修会（ミーティング・職員会議等を活用して実施）、外部研修にも積極的に参加を促します。
★法人研修は勤務調整を行い多くの職員が参加できるように努めました。事業所内研修は虐待や身体拘束適正化等について共有、再確認をしました。外部研修は強度行動
障害（基礎）研修に１、名強度行動障害（実践）研修に２名が参加しました。
【行事】
利用者のニーズに応じて、花見や食事会、外出などの行事等を計画します。
★８月の石和町の花火大会では一般の方にもお声をかけ焼きそば等を提供し交流に努めました。ハロウィン、クリスマス、お正月等に行事に合わせた食事を提供しまし
た。
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事業所名 ＧＨ甲府

項　　目 　　　　　　　　基本的な取り組み等

事     業 

① 共同生活援助
定員２２名　希望：７名（２ユニット）、輝き：８名（内、サテライト１名）、ヴィラ：７名（２ユニット）
在職者を中心にご利用いただき、アパートでの暮らしを目指せるような事業運営をします。利用希望に応えるため、新たな共同生活住居を増設をします。
★２０２５年４月に新たな共同住居４部屋を増設しました。
★【利用人数等】
 ◆利用登録者　 Ｒ７年４月１９名　→　Ｒ８年３月末１９名　　◆延べ利用人数　６，８０８人（前年度比＋１３２人）
 ◆１日平均利用人数　１８．６４人（前年度比＋０．３５人）
 ◆区分別    区分なし(１日平均１．２４人) 　区分１(１日平均１．００人) 　区分２(１日平均１０．３０人)　 区分３(１日平均４．７５人)
             区分４(１日平均１．００人)     区分５(１日平均０人) 　　　区分６(１日平均０人）
 ◆平均支援区分　２．１９（前年度比＋０．１１）
★【職員配置(４月)】　管理者・サービス管理責任者（兼務）１名、世話人・生活支援員等　６．１名
② 自立生活援助（現在利用なし）
希望がある方に対して、グループホーム退所後の地域での一人暮らしに不安がある方に対して必要な援助を行います。
★【利用人数等】
 ◆利用登録者　Ｒ７年４月０名　→　Ｒ８年３月末０名
★【職員配置(４月)】　地域生活支援員０．１名
★令和８年度は新規利用者の予定があります。

人 権 の 尊 重

① 法人理念である“「他の者との平等を基礎とした」諸権利の実現”のため、日々の支援が人権侵害や不要な制限に当たらないか常に点検を行います。
★毎日朝夕２回のミーティングで支援の振り返りを行っています。
② 状況に応じ、尊重される人権に優先順位があることの理解を進め、実践に活かします。
★利用者の方から他者とのトラブルについて相談を受けた際に、自身はもちろん他者にも権利や主張があるとの説明を行い理解を求めることがありました。
③ 利用契約は利用者から破棄できることをしっかりと説明して、住まいの選択の自由を保証します。
★新規契約をした方の契約時に説明をしました。

障害者への合理的配慮

① 利用者個々の特性について理解を深め、ひとりひとりに合った柔軟な支援を行います。
★日々のミーティングで支援の振り返りを行っています。
② 利用者の意思を最大限尊重し、配慮の要不要についても常にご本人に確認をします。
★配慮の不要を申し出る方に対しては、その前段階として判断の基礎作りの支援をする必要があると感じました。
③ 経験不足により進路の整理や生活基盤の安定が難しい利用者に対して、自己選択や自己決定の準備段階から支援を行います。
★支援学校卒業後にグループホーム利用となった方がいましたが、自己選択や自己決定の準備段階でうまく支援が組み立てられず退所となってしまいました。

適 切 な 労 務 管 理

① 支援や業務にメリハリをつけることで、月間の総労働時間が所定内に終わるように管理していきます。
② 月単位の変形労働時間制が導入されていますので、月単位でのノー残業を目指します。
★業務上やむを得ない理由で所定の勤務時間を超過してしまった際に、モチベーション維持に繋がるとの判断をした場合は月間労働時間での調整はせずに超過勤務扱いと
しました。
③ 年次有給休暇を計画的に年間５日以上取得するため業務の調整を図ります。
★全ての職員が年次有給休暇を５日以上取得しました。

令和７年度　事業報告　　　　　　
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人 材 育 成

① 法人内の他事業所と連携して、交換研修等を積極的に行います。
★９月と１０月に山梨授産園へのヘルプ職員派遣を行いました。
② 法人の学習会、グループホームの研修会等の自主学習会への参加を積極的に後押しします。
★１１月に地域生活支援拠点コーディネート事業らいぶ主催の「市内グループホーム意見交換会および相談支援専門員との合同研修会」に参加しました。
③ 資格取得を積極的に推奨します。
★介護職員初任者研修を１名、福祉有償運送運転者講習を２名受講し、修了しました。

地域へ開かれた施設づくり

① 年１回以上地域連携推進会議を開催して、地域からの理解をより深めていただけるようにします。
★１０月３０日に地域連携推進会議を開催しました。ＧＨ甲府利用者、（前記利用者とは別の）ＧＨ甲府利用者保護者、民生委員、甲府市障害者基幹相談支援センターり
んく職員、の皆様に参加していただきました。
② 地域の活動への協力・参加については、感染症対策を講じながら積極的に企画・実行します。
★８月に町内会の夏祭りに参加しました。
③ 利用者の皆様のご理解を前提に、ワンルーム型の共有室を地域に開放して、生活困窮者や家出等の緊急宿泊ができるように対応します。ただし、２泊（休日を挟む場
合は４泊）を限度にします。
★８月～９月にかけて２名、市からの依頼で虐待が疑われる方の緊急の宿泊利用がありましたが、同一の方が複数回の利用を続けて実質の長期利用となってしまいまし
た。

リスクマネジメントの推進

① 感染症や自然災害に対して事業継続計画（ＢＣＰ)に基づいた体制作りや対策を講じていきます。
★職員会議でＢＣＰの読み合わせを行いました。
② 年２回以上の避難訓練を実施します。
★９月と１月に訓練を行いました。
③ 自転車利用者の保険加入の確認とヘルメット着用を推奨していきます。
★２０２６年４月の道交法改正に合わせて改めてヘルメット着用を促したところ、着用者が増えました。
④ 利用者および関係者との連絡や情報収集を密に行い、不要なトラブルの防止や早めの対応ができるように努めます。
★共同住居の大家さんからの苦情で重要事項説明書に記された違反行為である他者の宿泊が判明しました。当該利用者の方に対して改善の申し入れを再三行いましたが改
善が認められなかったため、事業所から契約解除を申し入れ契約解除となっています。
★提供した食事に異物が混入していたと利用者の方から指摘があり対応しました。
⑤ 緊急時には、消防（火事・事故・救急）、警察への支援依頼を躊躇しないよう訓練します。
★複数名の利用者の方が自身で救急要請をしました。また、利用者の方が自転車で単独事故を起こし、怪我の状況からその場で職員が救急要請することがありました。
⑥ 感染症対策を講じた上で、感染症を持ち込まれることも前提にして隔離用の多機能型簡易居室の計画的利用を行います。
★計画的な利用はありませんでした。２月に新型コロナ陽性になった方がいて共同住居からの隔離のため利用しました。
⑦ 飲酒運転防止のための具体的な取組を実施します。
★出勤および退勤時にアルコール検査を行い飲酒運転の防止に努めました。

事 業 運 営

① 自己決定、自己選択を可能とする生活基盤の構築を利用者とともに考えていきます。
★支援学校卒業、児童養護施設退所後そのままグループホーム利用となった方に対して、本人の意向に沿って金銭管理を行なったところ使い過ぎになってしまい、改善が
できませんでした。
② 上記を意識した支援計画を利用者とともに作り実践します。
★支援計画作成後も利用者の方に継続的に意識していただくことが難しいと感じました。より良い方法を模索していきます。

年 間 計 画

【研修】
法人研修年２回（９月・１１月）、事業所内研修会（ミーティング・職員会議等を活用して実施）、外部研修にも積極的な参加を促します。
★法人研修には９月研修に６名、１１月研修に２名が参加しました。２月に甲府市地域自立支援協議会権利擁護部会主催の福祉現場職員研修会「誰のための何のための支
援なの～当事者の想いを聴く～」に参加しました。
【行事】
法人行事として法人イベント（法人の集い・仮称）などに積極的に参加・協力をします。その他、利用者のニーズに応じて、行事等を計画します。風林火山（利用者有志
の会）の活動を支援します。
★１１月の法人イベント「ときめきメロディア」の企画段階から協力をしました。また、イベント当日は利用者３名、職員３名が参加しました。
★ＧＨ甲府の行事は企画しませんでした。
★利用者と職員有志の会である「風林火山」の毎月の定例会、作業に参加しました。
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事業所名 コピット

項　　目 　　　　　　　　基本的な取り組み等

事     業 

障害者就業・生活支援センター事業
★【利用人数等】
 ◆利用登録者　Ｒ７年４月６８３名　→　Ｒ８年３月末６７４名（登録抹消５３名）　◆新規求職者４４名（前年度比−１２人）
 ◆延べ相談支援件数４，３９６件（前年度比−１５５件）                           ◆対象企業等事業所数１３１箇所（前年度比−２６箇所）
★【職員配置(４月)】　主任就業支援担当者１名、就業支援担当者３名、生活支援担当者１．２名　　合計５．２名

人 権 の 尊 重

① 法人理念“「他の者との平等を基礎とした」諸権利の実現”を大切にする運営を行います。
★権利や人権を重んじ、選択的自己決定を促すように心掛け職務にあたりました。
② 支援対象者の個別具体的な事例において検討が行えるように、支援対象者、その家族、他の支援機関、医療機関、教育機関、雇用主等の事業所、センターも含め法人内
他事業所の職員との風通しの良いコミュニケーションを行うことを心がけます。
★他機関との連携および協力体制を築くことで、行き違いやミスマッチを防ぐことが出来ました。他機関との連絡調整およびケース会議件数は前年度に比較して９６件増加
しました。
③ 業務における支援のあたり前を見直し、話し合い、振り返る機会を設定します。
★月１回センター会議を開催し、業務の進歩や個別ケースの報告を行いました。

障害者への合理的配慮

① 自己決定を尊重し、極力支援対象者の不利益にならないよう相談により配慮し、選択、決定の流れを支援します。
★支援のあり方を職員間で共有することで、支援の質の向上が図られ、支援対象者との信頼関係の構築にもつながりました。
② 広域的な活動を通じて、不当な差別禁止、合理的配慮の提供、虐待防止について周知を促します。
★担当圏域内外の関係機関と連携する中で、発信できることを見極め周知に努めました。

適 切 な 労 務 管 理

① 年間出勤計画を作成し、計画的に年５日以上の年次有給休暇を取得しやすい環境を整えます。
★有給休暇取得と業務分担に配慮し、負担軽減を図り全職員が５日以上の有給休暇を取得しました。
② 職員が業務過多にならないように、日常的に業務の配分調整をします。
★センター内で分け隔てなく相談し合える関係性が築けました。
③ 始業終業時間を意識するようにし、過度な業務超過にならないよう配慮します。
★支援の分業化や分担を行うことで、過度な業務超過を抑えられました。

人 材 育 成

① 月１回のセンター会議において支援の手順や配慮事項等の過程を話し合います。
★毎月の会議開催だけではなく随時、個別で検討するべき課題について話し合いを行いました。
② 幅広い支援ニーズに対応するため、各種研修に参加するよう努めます。
★オンライン等での参加に努めました。
③ 法人の職員間で情報交換できるように関わりを増やします。
★管理者協議会や職員協議会に参加し、また、就労系事業所職員との交流が増えました。
④ 厚生労働省が主催する会議、研修等へ参加し、センターの就労支援力の底上げに努めます。
★障害者就業・生活支援センター南関東ブロック経験交流会議にオンラインで参加しました。

地域へ開かれた施設づくり

① 他の支援機関や医療機関、教育機関、雇用主等の事業所との連携を重んじることで地域に開かれたセンターであることを周知をします。
★様々な関係機関より新規利用者の紹介及び相談等が寄せられました。件数に偏りがなく、幅広く連携体制がとられています。
② 事務所近隣住民との良好な関係維持のために、あいさつを励行します。
★近隣とのトラブルもなく、良好な関係が築けています。
★就労系福祉サービス事業所の情報共有サイト「Ｋ-ＮＥＴプラス(峡東圏域就労支援ネットワーク)」を立ち上げ、圏域の就労支援の底上げを図りました。

令和７年度　事業報告　　　　　
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リスクマネジメントの推進

① 日々の情報交換を通じて職員の精神面の保護と支援対象者等とのトラブル防止に努めます。
★センター内で随時話し合いを行い、一年を通じて安定したセンター運営が出来ました。
② 情報管理および個人情報の取り扱いについてセンターにおいて研修を行います。
★鍵および夜間警備システムの施錠の徹底、口頭での注意喚起を行いました。
③ 広域的な業務であるため、感染源とならぬように感染拡大防止に努め、除菌及び消毒を励行します。
★年間を通じて感染防止に努め、感染源とならず運営出来ました。
④ 感染症や自然災害に対して事業継続計画（ＢＣＰ)に基づいた体制作りや対策を講じていきます。
★法人が定めた事業継続計画（ＢＣＰ)について職員間で周知、確認をしました。
⑤ 飲酒運転防止のための具体的な取組を実施します。
★職員間で声を掛け合い、飲酒運転並びにその他の交通災害防止を徹底しました。飲酒運転防止にはアルコール検知器を使用しました。
⑥ 年２回以上の避難訓練を実施します。
★避難経路および避難場所の確認を２回実施しました。
⑦その他
★勤務中の車両事故が２件ありました。事故報告書の作成並びに事業所内で情報共有を行い再発防止に努めました。

事 業 運 営

① 障害者、その家族、他の支援機関や医療機関、教育機関等からの相談や支援依頼等に応じ、就業及びこれに伴う就業上必要と思われる生活支援、相談支援を行います。
★・登録者数 ６７４名（登録抹消５３名）・年間延べ相談件数４，３９６件（前年度比−１５５件）
  ・他機関との連絡調整及びケース会議件数１，４７９件（前年度比＋９６件）　・職場実習等２９件（前年度比＋１件）　  ・就職者数５７件（前年度比±０件)
  ・Ａ型就職者数９件（前年度比＋６件）　・職場定着支援件数３６４件（前年度比－２０件）・１年経過後の職場定着率９０．７％（前年度比−３．９％）
② センターの特性上、中立公平性を保持しつつ、法人との連携を深めるよう努めます。
★管理者協議会及び職員協議会に定期的に参加しました。また、就労系事業所（Ａ型、Ｂ型、就労定着支援）利用者、グループホーム利用者への支援でも当該事業所職員と
連携・協働を継続しました。
③ 雇用主等の事業所に対して、障害者雇用に係る相談支援を行います。
★Ｒ７年度に相談及び支援を行った企業等事業所数は１３１社（前年度比−２６）、企業等事業所に対する相談支援件数は１，１７０件（前年度比−１８）でした。

年 間 計 画

【研修】
法人研修年２回（９月・１１月）　事業所内研修（随時　職員会議等の場で実施）その他外部研修会への積極参加を促します。
【行事】
★ 地域の就労支援力の底上げのための峡東圏域就労支援ネットワーク会議を主催実施しました。（６月、９月、３月）
★ 企業研修講師として株式会社キトーにて企業内講習を実施しました。（７月）
★ あんしんセンターと桃花台学園において、職場定着促進のための在職者交流会及びピアサポート活動を実施しました。（計３回）
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事業所名 ぶどうの里相談支援部

項　　目 　　　　　　　　基本的な取り組み等

事     業 

① 特定相談支援事業
★【利用人数等】
 ◆利用登録者　Ｒ７年４月　９０名　→　Ｒ８年３月末　９２名（前年度比＋２名）
 ◆サービス等利用計画・継続サービス等利用計画作成　年間延べ　１７４件（前年度比－２３件）　月平均　１４．５件（前年度比－１．９件）
② 障害児相談支援事業
★【利用人数等】
 ◆利用登録者　Ｒ７年４月　２８名　→　Ｒ８年３月末　３１名（前年度比＋３名）
 ◆サービス等利用計画・継続サービス等利用計画作成　年間延べ　６４件（前年度比＋１２件）　  月平均　５．３件（前年度比＋１．０件）
③ 笛吹市委託相談事業
★【利用人数等】
 ◆利用登録者　Ｒ７年４月　４１名　→　Ｒ８年３月末　４４名（前年度比+３名）
 ◆延べ利用人数  ６１０人（前年度比＋６６人）　月平均５０．８人（前年度比＋５．５人）
★【職員配置①②③計(４月)】　管理者１名（兼務）、相談支援専門員３名
④ 障害児（者）地域療育等支援事業
★【相談人数等】
 ◆相談登録者　Ｒ７年４月　５２名　→　Ｒ８年３月末　４３名（前年度比－９名）
★【職員配置(４月)】　地域療育等コーディネーター１名

人 権 の 尊 重

① 法人の理念である“「他の者との平等を基礎とした」諸権利の実現”及び職員倫理基準に基づく利用者の人権尊重を意識した相談支援を行っていきます。
★法人理念に基づき、利用者の人格及び意思を尊重した相談支援を実施しました。
② 利用者の権利擁護の観点から、虐待や差別等が疑われる場合には行政や関係機関と連携して、迅速かつ適切な対応を行います。
★虐待防止及び権利擁護の視点を重視し、関係機関と連携しながら適切な支援提供に努めました。
③ 虐待防止委員会・身体拘束適正化委員会の取り組み、年１回以上の虐待防止や権利擁護に関する研修に参加し、意識や知識の向上に努めていきます。
★虐待防止委員会及び身体拘束適正化委員会の設置・運用を通じ、権利侵害の防止に取り組みました。

障害者への合理的配慮

① 「障害者差別解消法」を学び、その意図を十分に理解し支援に生かし、相談支援を通じた合理的配慮についての検討と現場への働きかけを行っていきます。
★障害者差別解消法について学習し、その趣旨を理解した上で支援に活かしました。相談支援の場面において合理的配慮の視点から検討を行い、現場への周知と実践に向け
た働きかけを実施しました。
② 利用者の意思を最大限尊重し、個別として捉えライフステージまたはライフコースに合わせた本人中心の相談支援を行っていきます。
★利用者の意思を最大限尊重し、本人中心の相談支援を実施しました。
③ 利用者への合理的配慮に基づく意思決定支援を意識した相談支援を行っていきます。
★ライフステージや生活環境の変化に応じた柔軟な支援調整を行い、継続的な意思決定支援を推進しました。
④ 施設整備や備品の見直し、管理を継続的に行い、利用者が活動しやすい環境作りを行っていきます。
★施設整備や備品の見直し及び管理を継続的に実施し、利用者が活動しやすい環境整備を行いました。

適 切 な 労 務 管 理

① 計画相談ミーティングを週１回以上の開催及び相談支援部ミーティング会議を毎月開催し、業務状況の確認・共有、担当ケースの情報共有や助言、意見交換、困難ケー
ス等の事例検討を行いフォローアップできる体制作り、安全あんしん委員会の積極的な取り組みによる職員のメンタル面のストレス軽減やバーンアウトの防止、研修に参加
しやすい体制作りなど「働きやすい」環境作りに努めます。
★計画相談ミーティングを週１回以上、相談支援部ミーティングを月１回開催し、情報共有・事例検討を通じて支援体制の強化と業務の円滑化を図りました。また、安全あ
んしん委員会の取り組みや研修参加体制の整備により、職員の負担軽減と働きやすい環境づくりを推進しました。
② 就業規則に即した業務の効率化や適正化を図るため、訪問、連絡、会議等の業務管理の徹底、事務作業の簡略化を図っていきます。
★就業規則に基づき業務の効率化及び適正化を図るため、訪問・連絡・会議等の業務管理の徹底と事務作業の簡略化を実施しました。
③ 年次有給休暇を計画的に年間５日以上取得するため業務の調整を図ります。
★年次有給休暇について業務調整を実施し、計画的取得を推進した結果、全職員が年間５日以上を取得しています。

令和７年度　事業計画　　　　　　
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人 材 育 成

① 法人の理念、職員倫理基準の周知や理解の徹底、法令遵守（コンプライアンス）の意識を高めていきます。
★法人の理念および職員倫理基準について周知を行い、理解の徹底を図りました。また、安全あんしん委員会で個人情報保護などの法令遵守（コンプライアンス）に関する
講義を行い意識向上に取り組みました。
② 地域自立支援協議会部会、外部研修への積極的な参加、事業所内でのＳＶ・ＯＪＴの取り組み、笛吹センター内の他事業との連携・交流を通して職員の質的向上に努め
ます。
★地域自立支援協議会部会へ参加し事例検討の実施や外部研修への積極的な参加、事業所内におけるＳＶ・ＯＪＴの実施、ならびに笛吹センター内の他事業との連携・交流
を通じて、職員の専門性向上と資質向上に取り組みました。
③ 資格取得を積極的に推奨します。
★資格取得を促進するための周知を行いました。

地域へ開かれた施設づくり

① 障害者差別地域相談を通じて、関係機関や当事者との協働による差別解消へ向けた社会の取り組みを行っていきます。
★障害者差別地域相談を通じて、関係機関との協働による差別解消に向けた相談支援を実施しました。あわせて、関連する研修への参加を行い、制度理解及び対応力の向上
を図りました。
② 基幹・委託相談や療育コーディネーターとの連携によるアウトリーチの実施、市町村福祉課や各社会福祉協議会、圏域事業所連絡会への参加、多様な団体と連携してい
きます。
★基幹相談支援センター・委託相談支援及び療育コーディネーターと連携し、複合的課題を有するケースへの訪問・同行支援やケース会議を通じた支援方針の検討を行うと
ともに、市町村福祉課や社会福祉協議会、圏域事業所連絡会への参加により情報共有や地域課題の検討を行い、支援ネットワークの強化に取り組みました。
③ 笛吹センターとして自治会への協力や行事への参加など積極的に近隣地域と交流を深めていき、地域福祉の推進や地域の社会資源となる開かれた事業所を目指していき
ます。
★地域行事への参加はありませんでしたが、日頃から近隣地域と挨拶等交流を通じて笛吹センターの活動の啓発を行いました。

リスクマネジメントの推進

① 業務の効率化を図っていきます。また、記録、計画、個人情報等は定期的に見直すなど管理を徹底し、不備がないよう適切な管理をします。
★業務の効率化を図るとともに、記録・計画書・個人情報等について管理方法の見直しを実施し、管理の徹底及び不備防止に向けた適切な管理を行いました。
② 苦情、クレームへの組織としての迅速かつ適切な対応を行います。
★苦情、クレームへの組織としての迅速かつ適切な対応を実施できるように体制を整備しています。
③ 飲酒運転防止のための具体的な取組を実施します。
★出退勤時にアルコール検知器を使用し、飲酒運転防止のための取り組みを実施しています。
④ 年１回以上の避難訓練を実施します。
★安全あんしん委員会で机上訓練を実施し、災害時における非難対応など再確認することができました。
⑤ 笛吹センター内の各事業及び管理者及び安全あんしん委員と協力・連携し、安全衛生の推進及び業務の共有化や感染症対策・防災等の施設管理の徹底などセンター全体
でリスクマネジメントに取り組んでいきます。
★感染症対策に係る定期点検、災害時対応に関する備品・衛生管理の確認を行うとともに、安全あんしん委員会においてリスク事案の検討や再発防止策の共有を実施し、セ
ンター全体としてリスクマネジメント体制の強化に取り組みました。
⑥ 感染症や自然災害に対して事業継続計画（ＢＣＰ)に基づいた体制作りや対策を講じていきます。
★事業継続計画（ＢＣＰ）に基づく体制整備を行い、職員への周知及び研修の実施により対応手順の確認を行いました。
⑦その他
運転業務については物損事故が２件発生ました。これを受け、安全運転委員会を開催し、事故状況の確認及び振り返りを行うとともに、再発防止に向けた注意喚起及び安全
運転の徹底について共有を行いました。
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事 業 運 営

【相談支援部の運営】
職員の資質向上に合わせてマンパワーの整備・増強に取り組みます。
★職員の資質向上に向けた研修参加及びОＪＴ等を通じた育成を行うとともに、外部研修への積極的な参加を通じて専門性の向上を図かりました。新規ケースに対しては初
期段階からのフォロー体制を整え、適切な支援導入と継続的な支援調整を重点的に行いました。

【法人外組織の業務】
笛吹市委託相談事業
① 笛吹市地域自立支援協議会（事務局・計画相談連絡会会長）
★本会議 ３回　委託相談連絡会 １２回　計画相談連絡会 ３回　相談支援部会 ６回
② 笛吹市障害支援区分認定調査（障害支援区分認定調査員）
★延べ人数 ３３名（前年度比-８）　月平均 ２．７名（前年度比-０．７)　支援区分認定調査フォローアップ研修 １回
③ 笛吹市発達障害者支援関係機関連絡会議（運営委員）
★運営会議・研修会 ３回
④ 笛吹市障害者基本計画策定審議委員会（委員）
★実施なし
⑤ 笛吹市障害者差別地域相談（障害者差別地域相談員）
★研修会 ３回
⑥ 峡東圏域地域生活支援拠点の相談支援（専門的人材の養成及び確保事業運営会議委員）
★定例会議 １回
⑦　その他
★甲州市障害支援区分認定調査及び概況調査 ９名 甲州市自立支援協議会相談支援部会 ６回　基幹相談支援・委託相談支援ネットワーク会議 ２回　令和７年度相談支援従
事者初任者研修演習講師　令和７年度専門別研修講師（就労支援）　主任相談支援専門員ネットワーク会議 ２回

事 業 運 営

【法人外組織の業務】
障害児（者）地域療育等支援事業
① 在宅支援訪問療育指導事業　…年間１２０回/いちごクラブ（言葉の療育相談）・のぞみクラブ（作業療法の療育相談）
★いちごクラブ（言葉の療育相談）６７件・のぞみクラブ（作業療法の療育相談）４９件
② 施設支援一般指導事業…年間１９回/公認心理師、作業療法士（ＯＴ）、言語聴覚士（ＳＴ）などの専門家と療育コーディネーターが保育所等を訪問し療育に関する相談
や研修会の開催
★合計１４回内訳：八代花鳥保育所・ハイジ託児所・笛吹あら川こども園・御坂東保育所・笛吹市保育課・一宮北小学校・石和南小学童・八代小児童センター
③ 在宅支援外来療育等指導事業…年間４回/在宅の障害児（者）・保護者及び外来児（者）に対して各種の相談・研修・集団活動
★場所や感染症等により実施なし。
④ 療育関係者研修会…年間８回/保育所（園）・幼稚園・支援学校・小中学校・障害児（者）施設・市町村等の職員を対象に障害特性の理解や療育に関する研修会の開催
★第１回「発達や行動が気になる子の理解を学ぶ～知的・身体的・精神（発達）障がいの特性について～」　第２回「自分の心のメンテナンス～アンガーマネジメントを学
ぼう～」　第３回「教育と福祉の連携について～子どもの多様な育ちを支えるために必要な支援とは～」　第４回「保護者との伴奏～障がい受容への支援～」　第５回「こ
とばの発達が気になる子どもへの支援について」　第６回「子どもの発達特性に合わせた環境づくり～集団生活で居心地の良い環境をつくる工夫～」　第７回「口腔機能の
発達を伸ばすために～園・学校、お家で出来ることって何？？～」　第８回「現場から考える『愛着障害』～いるところを探す～」
⑤ 地域療育連携事業…地域支援研修会は旬の情報や必要とされている情報を地域向けに発信し、当事者・保護者・支援者・行政等が共に学び合う場として年１回開催
★９月１５日「にじいろの未来に寄り添う～発達障害児が自分らしく生きていくために大切なこと～」信州大学医学部子どものこころの発達医学教室教授 医師 本田秀夫氏
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事 業 運 営

【法人外組織の業務】
⑥ 峡東圏域連絡会事務局（ＧＨ・児童・生活介護部門）…連絡会への参加のお知らせ・会議録の作成
★ＧＨ連絡会４回・生活介護連絡会３回・児童連絡会４回開催
⑦ 笛吹市自立支援協議会の本会参加と当事者家族部会・相談支援部会・児童部会・発達支援会議への参加
★当事者・家族部会の市長との座談会に参加・児童部会の研修会に参加・発達支援会議でグループワークに参加しました。
⑧ 峡東保健福祉事務所開催の会議への参加
★療育相談の日と重なり欠席
⑨ 保育所・小学校・中学校での関係者会議に参加
★石和西小学校・石和東小学校・八代小学校・御坂中学校
⑩ 保護者と放課後等デイサービスや児童発達施設への見学
★ひまわり・おとのは・ぴーす・てならい・ふぁんファミ。
⑪ 峡東圏域地域生活支援事業 専門的人材の養成及び確保事業（新人期・中堅期・リーダー期）運営会議への参加
★峡東圏域の児童の事業所（放デイ・児発）の勤続５年までを対象として年に４回新人職員研修を開催しました。講師は服部森彦氏。勤続５年までを対象とした生活介護・
ＧＨ事業所新人職員研修を年に２回開催しました。講師はスカイコート勝沼の平山大河氏。
⑫ 峡東圏域医療的ケア児支援協議会の事務局…行政と病院に配布して頂けるリーフ作り
★今年度から峡東圏域の３市が輪番で事務局を務めることとなり療育コーディネーターがサポートする形で参加しました。
⑬ 笛吹市社会福祉協議会と協働で音楽療法の実施（年３回）
★３回開催し、療育相談で繋がっている親子も参加しました。

年 間 計 画

【研修】
法人内研修年２回（９月・１１月）　事業所内研修会、外部研修会へも積極的な参加を促します。
★法人内研修年２回（９月・１１月）・外部研修に積極的に参加しました。
★外部研修：令和７年度相談支援従事者主任研修（７/２他)、 令和７年度相談支援従事者現任研修（７/１１他) 、厚労省障害支援区分認定調査フォローアップ研修（９/
１２) 、令和７年度精神障害者の障害特性と支援技法を学ぶ基礎養成研修（１０/１７)、 山梨県自立支援協議会権利擁護部会かたりば研修（１０/３１) 、精神保健福祉大
会市民セミナー研修（１１/１１)、 発達障害者専門研修（１１/２７)、 令和7年度高次脳機能障害支援者養成研修（１２/９他)、  令和7年度医療的ケア児等支援者・コー
ディネーター養成研修（１/７他)
【行事】
① 法人行事に参加します。
★法人イベントを開催し、職員全員参加しました。
② 地域の行事・笛吹センター内放課後等デイサービス事業所の行事に協力します。
★放課後等デイサービスみなてらすの秋祭等の行事へ参加協力をしました。
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